
52006 NO.14

あかいわ あかいわ 
広報 広報 

平成18年5月1日 平成18年5月1日 
6

2

16
18

10

26
34

合併1周年記念行事 
予算 

図書館 
暮らしのカレンダー 

赤磐市行財政改革大綱策定 

情報BOX
まちのわだい 

6
2

16
18

10

26
34

合併1周年記念行事 
予算 

図書館 
暮らしのカレンダー 

赤磐市行財政改革大綱策定 

情報BOX
まちのわだい 

主 な 内 容  

18暮らしのカレンダー 18暮らしのカレンダー 
222218年度 介護保険 18年度 介護保険 



2広報あかいわ（平成18年5月号） 

　
四
月
一
日
（
土
）
、二
日
（
日
）の

二
日
間
に
わ
た
り
、山
陽
ふ
れ
あ
い

公
園
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
会
場
に

赤
磐
市
市
制
施
行
一
周
年
記
念
「
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」
の
公
開
録
画
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
一
日
（
土
）の
予
選
会
で
は
、書

類
選
考
を
通
過
し
た
二
百
五
十
組

の
出
場
者
が
出
場
枠
二
十
組
の
狭

き
門
を
突
破
し
よ
う
と
熱
い
ス
テ

ー
ジ
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。 

　
二
日
（
日
）
、前
日
の
予
選
会
を

通
過
し
た
二
十
組
が
約
千
四
百
人

の
お
客
さ
ん
を
前
に
日
ご
ろ
鍛
え

た
自
慢
の
の
ど
を
披
露
。
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

 

▲４月２日（日）本選の模様 

▲予選会でバッチリと衣装をキメ熱唱 

▲予選会の出番をひかえロビーで最終練習 

s
早
朝
六
時
三
十
分
か
ら
先
頭
を
陣 

　
取
っ
た
「
タ
ン
ポ
ポ
の
会
」（
鴨
前
） 

　
の
皆
さ
ん 

s
雨
天
に
も
か
か
わ
ら
ず
の
ど
自
慢 

　
を
見
よ
う
と
た
く
さ
ん
の
人
が
並 

　
び
ま
し
た 

ＮＨＫのど自慢 

ＮＨＫのど自慢 
予選会 

５月２１日（日） 
午後０時１５分～１時 
総合テレビ、衛生第２テレビ、
ラジオ第１放送（全国放送） 

５月２０日（土） 
深夜＜時間未定＞ 
総合テレビ（岡山県内向け） 

この２日間の模様は、次の日程で放送予定です。 
ぜひ、お見逃しなく。 

★18日 
　赤磐酒蔵めぐり 
　バスツアー 

★18日 
　赤磐酒蔵めぐり 
　バスツアー 



3 広報あかいわ（平成18年5月号） 

　
三
月
十
八
日
（
土
）
、十
九
日
（
日
）の

二
日
間
に
わ
た
り
、赤
磐
市
内
各
地
で
赤

磐
市
市
制
施
行
一
周
年
を
記
念
し
た
赤
磐

市
と
山
陽
新
聞
社
共
催
に
よ
る
地
域
ふ

れ
あ
い
事
業
「
地
域
に
エ
ー
ル
―
い
き
い

き
赤
磐
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
十
八
日（
土
）に
は
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
語

ろ
う
―
赤
磐
の
未
来
」
、赤
磐
地
域
小
学

生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、つ
ち
の
こ
の
里

ウ
ォ
ー
ク
な
ど
が
、十
九
日
（
日
）
に
は
、

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
、女
子
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
の
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
に
よ
る
模
範
試
合

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
ど
の
会
場
も
た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。 

★18日　つちのこの里ウォークに 
60人が参加 

★19日　ふれあいコンサート 

★18日 
　高齢者学級 
　山陽新聞解説委員の講演会 

★19日　¡フリーマーケット 
¡デジタル写真塾 

★18日、19日 
　¡赤磐市の歩み 
　¡山陽新聞ができるまで 
　¡サンデックス山陽新聞 
　　検索コーナー 

★19日 
　西山公民館まつり 
　桃の里実績発表会 

★19日 
　第32回山陽地区・地域対抗 
　バレーボール大会 

★18日　赤磐地域小学生バレーボール 
大会に300人が参加 

★18日　えほん読み聞かせ会（人形劇） 

★19日　¡わくわくまるごと一日体験 
¡郷土芸能とオールディーズの集い 

★19日　女子バレーボールトップ 
チームによる模範試合 
（シーガルズ対PFU） ★18日　シンポジウム「語ろう赤磐の未来」に 

200人が参加 

吉井支所発着 

くまやま 
ふれあいセンター 

中央 
公民館 

西
山
公
民
館 赤磐酒造 

山陽 
ふれあい公園 

赤坂 
健康管理 
センター 

ドイツの森 

サッポロワイン 
岡山ワイナリー 

★18日 
　赤磐酒蔵めぐり 
　バスツアー 

★18日 
　赤磐酒蔵めぐり 
　バスツアー 

★18日 
　赤磐酒蔵めぐり 
　バスツアー 

★18日 
　赤磐酒蔵めぐり 
　バスツアー 



4広報あかいわ（平成18年5月号） 

園　　　名 

 

所　在　地 園児数 

高 陽 幼 稚 園  

西 山 幼 稚 園  

高 月 幼 稚 園  

若 草 幼 稚 園  

双 葉 幼 稚 園  

ひかり幼稚園  

山陽北幼稚園  

いわなし幼稚園 

桜が丘幼稚園  

計 

高 屋  

西 中  

馬 屋  

山 陽 4 丁 目  

山 陽 3 丁 目  

桜が丘西3丁目 

桜が丘西9丁目 

沢 原  

桜が丘東6丁目 

27 

10 

12 

14 

14 

39 

57 

43 

72 

288

平成１８年度赤磐市立幼稚園園児数 平成18年4月1日現在 

s
山
陽
西
小
学
校 

▼石相保育園 

▲磐梨小学校 

園　　　　　　名 

 

所　在　地 定　員 

山 陽 桜 保 育 園  

山 陽 い ろ は 保 育 園  

山 陽 国 分 寺 保 育 園  

さ ん こ う 保 育 園  

あ す な ろ 保 育 園  

清 風 い ろ は 保 育 園  

桜が丘地域保育センター

石 相 保 育 園  

軽 部 保 育 園  

笹 岡 保 育 園  

さ く ら が 丘 保 育 園  

と よ た 保 育 園  

さ く ら ん ぼ 保 育 園  

周 匝 保 育 園  

黒 本 保 育 園  

佐 伯 北 保 育 園  

仁 美 保 育 園  

山 陽 4 丁 目  

下 市  

穂 崎  

西 中  

桜が丘西3丁目 

桜が丘西6丁目 

桜が丘西8丁目 

町 苅 田  

今 井  

坂 辺  

桜が丘東6丁目 

松 木  

桜が丘東2丁目 

周 匝  

黒 本  

塩 木  

仁 堀 中  

150 

90 

60 

60 

120 

90 

60 

90 

45 

45 

120 

90 

60 

40 

40 

40 

30

平成１８年度保育園園児数 平成18年4月1日現在 

平成１8年4月1日現在入園者数1,156人 

　
桜
満
開
の
う
ら
ら
か
な
四
月
、

市
内
の
保
育
園
、
幼
稚
園
、

小
学
校
、
中
学
校
で
入
学
・

入
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
希
望
に
満
ち
た
笑
顔
の
新

入
生
、
不
安
な
ま
な
ざ
し
で

父
母
の
顔
を
探
す
新
入
園
児

の
姿
が
み
ら
れ
ま
し
た
。 

春  ら ら ん ん 
ま ま ん ん 



5 広報あかいわ（平成18年5月号） 

学　　校　　名 

 

所 在 地 新１年生 

高 陽 中 学 校  

桜が丘中学校 

赤 坂 中 学 校  

磐 梨 中 学 校  

吉 井 中 学 校  

計 

上 市  

桜が丘西5丁目 

町 苅 田  

沢 原  

周 匝  

全校生 

387 

398 

135 

275 

126 

1,321

学　　校　　名 

 

所 在 地 全校生 

山 陽 小 学 校  

山陽西小学校 

山陽東小学校 

山陽北小学校 

石 相 小 学 校  

軽 部 小 学 校  

笹 岡 小 学 校  

豊 田 小 学 校  

磐 梨 小 学 校  

桜が丘小学校 

城 南 小 学 校  

仁 美 小 学 校  

計 

上 市  

山 陽 3 丁 目  

桜が丘西3丁目 

桜が丘西8丁目 

町 苅 田  

今 井  

惣 分  

松 木  

沢 原  

桜が丘東6丁目 

黒 本  

仁 堀 中  

 

444 

412 

296 

470 

142 

74 

38 

134 

113 

316 

173 

67 

2,679

新１年生 

58 

72 

34 

79 

25 

20 

9 

20 

22 

42 

23 

8 

412

149 

134 

50 

90 

41 

464

平成１８年度赤磐市立中学校生徒数 平成18年4月11日現在 

平成１８年度赤磐市立小学校児童数 平成18年4月10日現在 

▲仁美小学校 

▲吉井中学校 

▲双葉幼稚園 

春 春 ら ん 
ま ん 



6広報あかいわ（平成18年5月号） 

平 

成 18

年 

度 

　
国
の
「
三
位
一
体
改
革
」
の
推
進
に
伴
い
、

合
併
前
か
ら
地
方
交
付
税
な
ど
が
縮
減
さ
れ
厳

し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
平
成
十
八

年
度
一
般
会
計
に
お
い
て
は
、
十
八
億
五
九
〇

〇
万
円
を
超
え
る
財
源
不
足
が
生
じ
、
こ
れ
を

貯
金
に
あ
た
る
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
に
よ
り

補
う
と
と
も
に
、
借
金
に
あ
た
る
市
債
に
よ
り

財
源
を
確
保
し
て
い
ま
す
。 

　
厳
し
い
財
政
状
況
を
背
景
と
し
て
、
合
併
に

よ
る
事
務
事
業
の
統
廃
合
、
事
務
の
効
率
化
な

ど
に
よ
り
経
常
経
費
を
圧
縮
す
る
一
方
で
、
道

路
整
備
、
下
水
道
整
備
、
ご
み
処
理
対
策
、
乳

幼
児
等
医
療
費
を
は
じ
め
と
す
る
福
祉
対
策
、

教
育
施
設
の
安
全
対
策
な
ど
に
重
点
を
お
い
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
合
併
後
の
市
の
一
体
性

を
確
保
す
る
事
業
と
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

場
の
整
備
、
図
書
館
建
設
（
設
計
）
な
ど
合
併

関
連
事
業
に
予
算
を
重
点
配
分
し
て
い
ま
す
。 

 

　
平
成
十
八
年
度
当
初
予
算
は
三
月
定
例
議
会

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

　
当
初
予
算
総
額
は
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、

企
業
会
計
を
合
わ
せ
て
三
七
三
億
六
七
〇
二
万

円
で
、
対
前
年
度
比
六
・
九
％
の
増
加
と
な
り

ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
主
と
し
て
一
般
会
計
に
お
い
て
、

合
併
関
連
事
業
な
ど
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。
主
な
も
の
と
し
て
、
将
来
の
財
源

確
保
の
た
め
の
基
金
造
成
や
、
給
食
セ
ン
タ
ー

の
統
合
事
業
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
整
備
、

図
書
館
設
計
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

乳
幼
児
等
医
療
費
の
対
象
年
齢
の
引
き
上
げ
（
小

学
校
三
年
生
ま
で
）
な
ど
福
祉
の
充
実
に
も
重

点
を
お
い
て
い
ま
す
。 

 

　
平
成
十
七
年
度
は
旧
町
か
ら

引
き
継
い
で
き
た
持
ち
寄
り
の

予
算
編
成
で
し
た
。 

　
平
成
十
八
年
度
か
ら
は
、
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
が
始
ま
り
ま

す
。
こ
の
平
成
十
八
年
度
を
合

併
元
年
と
位
置
づ
け
、
新
市
の

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
ス
タ
ー

ト
の
年
と
考
え
て
い
ま
す
。 

（
三
月
定
例
議
会
市
長
所
信
表

明
か
ら
抜
粋
） 

 

予
算
予
算 
予
算 

一般会計 

195億6,036万円 

▲山陽小学校入学式 



7 広報あかいわ（平成18年5月号） 

一般会計内訳 会計別予算規模 

市税 
419,328

民生費 
449,491

総務費 
390,239

消防費 68,755

議会費 22,755

商工費 8,290

その他 6,205

教育費 
240,984

土木費 
220,530

衛生費 
184,671

公債費 
218,357

農林 
水産業費 
145,759

市債 
284,130

国庫 
支出金 
142,317

県支出金 
123,109

歳　出 

195億6,036万円 
単位：万円 

地方譲与税 
65,500

地方消費税交付金 
34,670

繰入金 
185,961

地方交付税 
531,000

分担金及び 
負担金 67,333

使用料及び 
手数料 18,601

繰越金 30,000

その他 15,327

その他 38,760

人件費 
376,830

公債費 
218,357

補助等費 
279,350

積立金 
160,017

維持補修費 
18,582

普通建設 
事業費 
208,868

繰出金 
221,296

扶助費 
112,824

物件費 
347,245

災害復旧 
事業費 

154

その他 12,513

国民健康保険 
特別会計 

38億2,233万円 

老人保健 
特別会計 

43億5,164万円 

訪問看護ステーション事業 
特別会計 

1,670万円 

簡易水道 
特別会計 

4億5,256万円 

下水道事業 
特別会計 

38億6,754万円 

宅地等開発事業 
特別会計 

5,775万円 

水道事業 
会　計 

14億3,714万円 

熊山病院事業 
会　計 

8億4,865万円 

竜天オートキャンプ場 
特別会計 

1,630万円 

田原用水 
特別会計 

349万円 

土地取得 
特別会計 

1,819万円 

財産区 
特別会計 

650万円 

墓地事業 
特別会計 

2,448万円 

介護保険 
特別会計 

28億8,339万円 

特別会計：155億2,087万円 

一般会計：195億6,036万円 

公営企業会計：22億8,579万円 

［歳入内訳］ 

［目的別歳出内訳］ 

［性質別歳出内訳］ 

歳　入 

195億6,036万円 
単位：万円 

自主 
　財源 

依存 
　財源 

736,550

1,219,486

歳　出 

195億6,036万円 
単位：万円 

義務的 
経費 

消費的経費 

投資的 
経費 

その他 

708,011

393,826

645,177

209,022

予
算 



8広報あかいわ（平成18年5月号） 

●
一
般
会
計 

　
住
民
の
生
活
に
か
か
わ
り
の
深
い

福
祉
、教
育
な
ど
幅
広
い
範
囲
の
事

業
を
行
う
中
心
的
な
会
計
で
す
。 

●
特
別
会
計 

　
特
定
の
収
入
で
特
定
の
事
業
を

行
い
、一
般
会
計
と
は
別
に
経
理
す
る

会
計
で
す
。
国
民
健
康
保
険
、老
人

保
健
、介
護
保
険
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

●
企
業
会
計 

　
利
益
を
受
け
る
人
の
負
担
で
経

営
を
ま
か
な
う
独
立
採
算
を
原
則

と
す
る
会
計
で
す
。
水
道
企
業
会
計
、

病
院
企
業
会
計
が
あ
り
ま
す
。 

●
地
方
交
付
税 

　
国
が
徴
収
し
た
税
金
の
中
か
ら

地
方
自
治
体
の
財
政
状
況
に
応
じ

て
交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。 

●
国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金 

　
市
が
事
業
を
す
る
際
に
国
や
県

か
ら
受
け
る
負
担
金
、補
助
金
、委

託
金
で
す
。 

●
繰
入
金 

　
主
に
市
の
積
立
金（
基
金
）を
取

り
崩
し
て
歳
入
に
繰
り
入
れ
る
も
の

で
す
。 

●
市
　
債 

　
地
方
自
治
体
が
行
う
借
金
で
す
。

こ
の
借
金
の
元
利
償
還
金
を
公
債

費
と
い
い
ま
す
。 

●
自
主
財
源 

　
地
方
自
治
体
が
自
主
的
に
収
入

で
き
る
財
源
の
こ
と
で
す
。 

●
依
存
財
源 

　
国
県
の
意
思
に
よ
り
定
め
ら
れ
た

額
を
交
付
さ
れ
た
り
、割
り
当
て
ら

れ
た
り
す
る
収
入
財
源
を
い
い
ま
す
。 

用
語
の
説
明 

平成１８年度一般会計予算の主な事業 

1,050 

910 

1,771 

140,000 

795

◆防災無線統合事業（設計費） 

◆市制施行１周年記念事業 

◆地区集会所新築等補助金 

◆地域振興基金造成（基金積立） 

◆県議会議員選挙 

◆社会福祉協議会補助事業 

◆敬老会助成 

◆障害者支援事業 

◆老人医療費給付事業 

◆心身障害者医療 

◆児童手当 

◆児童福祉施設運営（保育園運営等） 

◆生活保護扶助費 

15,730 

1,777 

1,447 

1,926 

12,525 

23,746 

112,512 

37,052◆母子保健事業（健診等） 

◆老人保険事業（健診等） 

◆予防事業（健診、予防接種） 

◆乳幼児等医療費助成 

◆浄化槽整備補助 

1,368 

8,526 

6,749 

11,317 

3,790
◆中山間地対策事業 

◆小規模土地改良事業（水路・農道改修） 

◆小規模ため池補強事業 
　（こもの池、牛切池、鴨前大池、赤尾山池外） 

◆ほ場整備事業 
　（穂崎、尾谷、大苅田、河田原地区） 

◆松くい虫等防除事業 

10,577 

24,572 

10,300 

 

11,796 

 

3,663

◆道路新設改良事業 
　（立川穂崎線、千躰奥吉原線、広戸小鎌線、 
　五日市西中線、桃光園線、黒本是里線外） 

◆親水公園整備 

64,024 

 

 

2,450

◆商工会補助 

◆観光協会補助 

2,746 

922

◆各地区消防設備整備 4,302

◆元利償還金 218,357

◆適応指導教室運営事業 

◆学校施設耐震補強事業 

◆外国青年招致事業 

◆図書館システム統合事業 

◆両宮山古墳保存整備事業 

◆備前国分寺跡発掘調査事業 

◆図書館建設（設計等） 

◆給食センター統合事業 

◆グラウンドゴルフ場整備 

699 

3,660 

2,527 

3,078 

3,172 

1,026 

9,223 

7,728 

31,102

事　　業　　名 事業費（万円） 事　　業　　名 事業費（万円） 
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●年齢制限の拡大 
　小学校３年生（９歳到達後最初の年度末）から小学校６年生まで（１２歳到達後最初の年度末） 

●所得制限の緩和 

●対象年齢が小学校３年生までに拡大されます。 
●一部負担金が必要となります。 
　１０月１日診療分から、給付の対象年齢が、小学校就学前から小学校３年生までに拡大されます。また、将来にわたり
持続可能な制度となるよう、一部負担金制度が導入されます。 
　これにより、医療機関窓口での保護者の負担は、医療機関ごと１カ月につき、３歳未満は、総医療費の４％、３歳以上小
学校３年生までは、総医療費の１０％になります。 
　新しい受給資格者証の交付手続き、医療機関窓口での支払い方法などの詳細は、今後広報紙などでお知らせします。 
 
【問い合わせ先】 
　◇「乳幼児等医療費給付制度」について 
　　本庁保健福祉課母子保健係（山陽保健センター） 1０８６-９５５-１１１７ 
　◇「児童手当制度」について 
　　本庁社会福祉課子育て支援係 1０８６-９５５-１１１５　 
　◇「乳幼児等医療費給付制度」「児童手当制度」いずれも 
　　赤坂支所健康福祉課 1０８６-９５７-４８２２　　熊山支所健康福祉課 1０８６９９-５-１２９３ 
　　吉井支所健康福祉課 1０８６-９５４-１３７４ 
 

扶養親族 
などの数 

自営業者（国民年金加入者） サラリーマン（厚生年金など加入者） 

改正前 改正後 改正前 改正後 

３０１.０ ４６０．０ ４６０．０ ５３２．０ 

３３９．０ ４９８．０ ４９８．０ ５７０．０ 

３７７．０ ５３６．０ ５３６．０ ６０８．０ 

４１５．０ 

０人 

１人 

２人 

３人 ５７４．０ ５７４．０ ６４６．０ 

（単位：万円） 

注１）所得税法に規定する老人控除対象配偶者または老人扶養親族がある者についての限度額（所得額ベース）は上記の額に
　　当該老人控除対象配偶者または老人扶養親族１人につき６万円を加算した額。 
注２）扶養親族などの数が4人以上の場合の限度額（所得額ベース）は、１人につき３８万円（扶養親族等が老人控除対象配偶者
　　または老人扶養親族であるときは４４万円）を加算した額。 
 

【請求手続き】 
　◇現在児童手当を受けている人 
　　４月より小学校４年生の児童は手続き不要。転出など家庭状況に変更がある場合は手続きが必要。 
　　４月より小学校５・６年生の児童は額改定認定請求の手続きが必要。 
　◇現在児童手当を受けていない人 
　　小学校６年生までの児童がいて、所得要件に該当する場合には、認定請求書の手続きが必要。 
【請求受付期間】 
　９月２９日（金）まで 
　※制度改正に伴う認定請求を受付期間内に行い、認定となったものについては、４月１日、または支給要件に該当し
　　た日にさかのぼって支給されます。 
　※受付期間以降も申請はできますが、申請を受け付けた月の翌月からの支給となります。 
　※公務員の人は勤務先での請求となります。 
 

児童手当制度 

乳幼児等医療費給付制度 
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赤
磐
市
は
平
成
十
七
年
三
月
七
日
に
赤
磐

郡
内
の
山
陽
町
・
赤
坂
町
・
熊
山
町
・
吉
井

町
の
四
町
の
合
併
に
よ
り
、
新
し
く
「
市
」

と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
が
、
そ
の
際
、
行
政

運
営
の
改
善
や
、
合
理
化
に
つ
い
て
は
合
併

時
の
事
務
事
業
の
調
整
時
に
お
い
て
見
直
し
、

組
織
・
機
構
に
お
い
て
も
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
利
便
性
を
最
重
視
し
て
整
備
し
て
き
ま
し

た
。
 

　
し
か
し
、
国
・
地
方
自
治
体
と
も
財
政
は

危
機
的
状
況
に
あ
り
、
コ
ス
ト
削
減
と
財
源

の
効
率
的
・
効
果
的
な
運
用
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
行
政
の
権
限
を
住
民
に
身
近
な
地
方

自
治
体
に
移
譲
し
、
地
方
自
治
体
が
自
ら
の

責
任
と
判
断
で
進
む
べ
き
方
向
を
決
め
る
こ

と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
う
し
た
動
向
に
対
応
し
、
持
続
的
発
展

を
遂
げ
る
赤
磐
市
を
築
く
た
め
に
行
財
政
改

革
を
不
断
に
推
し
進
め
、
自
律
（
市
民
の
参

画
と
協
働
、
経
営
手
法
の
導
入
に
よ
る
行
財

政
運
営
の
仕
組
み
の
確
立
）
・
自
立
（
自
主

財
源
の
確
保
な
ど
財
政
基
盤
の
強
化
）
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
 

 

行
財
政
改
革
大
綱
の
趣
旨
 

  ＊
合
併
前
か
ら
継
承
し
た
問
題
へ
の
対
応
 

＊
合
併
後
の
新
市
の
規
模
に
応
じ
た
適
正
な

　
経
常
経
費
の
実
現
 

＊
新
市
建
設
計
画
お
よ
び
そ
れ
に
の
っ
と
っ

　
た
総
合
計
画
の
実
現
 

　
こ
れ
ら
三
つ
の
課
題
に
対
処
す
る
た
め
、

「
市
民
の
参
画
と
協
働
」
「
経
営
手
法
の
導

入
」
な
ど
新
た
な
視
点
に
基
づ
き
、
よ
り
一

層
の
行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
い
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
 

　
本
大
綱
は
、
「
赤
磐
市
行
財
政
改
革
審
議

会
」
の
提
言
お
よ
び
国
か
ら
示
さ
れ
た
新
地

方
行
革
指
針
を
踏
ま
え
、
職
員
の
創
意
を
生

か
し
て
策
定
し
、
市
民
の
理
解
を
得
る
と
と

も
に
市
議
会
と
の
連
携
を
保
ち
な
が
ら
、
こ

の
三
つ
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
行
財
政

改
革
を
着
実
に
推
進
し
、
 

「
人
”い
き
い
き
“ 
ま
ち
”き
ら
り
“」
 

の
実
現
に
向
け
る
た
め
の
指
針
と
し
ま
す
。
 

 

赤磐市の持続的発展を支える改革 

市
民
の
ま
ち
づ
く
り
 

意
識
の
醸
成
 

行
政
運
営
の
総
合
化
・
 

簡
素
化
・
効
率
化
 

議
会
の
活
性
化
と
 

機
能
強
化
 

職
員
の
意
識
改
革
と
 

能
力
の
開
発
 

行
政
を
と
り
ま
く
 

環
境
の
変
化
へ
の
対
応
 

事
務
事
業
等
の
見
直
し
 

１ 
組
織
・
機
構
の
見
直
し
 

２ 
定
員
管
理
及
び
給
与
の
 

適
正
化
等
 

３ 
人
材
育
成
の
推
進
・
確
保
 

４ 
住
民
参
画
の
推
進
 

５ 
民
間
委
託
の
推
進
 

６ 
行
政
の
情
報
化
等
に
よ
る
 

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
 

７ 
財
政
の
適
切
か
つ
 

健
全
な
運
営
 

８ 
議
会
改
革
の
推
進
 

９ 

「人“いきいき”まち“きらり”」の実現 

「
人
”い
き
い
き
“ 
ま
ち
”き
ら
り
“」
の
実
現
に
向
け
て
 

赤
磐
市
行
財
政
改
革
大
綱
策
定

赤
磐
市
行
財
政
改
革
大
綱
策
定 
赤
磐
市
行
財
政
改
革
大
綱
策
定 
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行
財
政
改
革
の
主
要
施
策
 

    　
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
新
た
な
行
政

課
題
や
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
的
確
に

対
応
す
る
た
め
、
事
務
事
業
に
つ
い
て
不

断
の
見
直
し
を
進
め
、
緊
急
度
の
高
い
も

の
を
選
別
し
、
効
率
的
な
事
業
の
実
施
を

図
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
観
点
か

ら
事
務
執
行
の
迅
速
化
、
効
率
化
を
図
る

と
と
も
に
、
情
報
開
示
に
よ
る
透
明
性
の

向
上
を
を
図
り
ま
す
。
 

    　
新
た
な
行
政
課
題
や
市
民
の
多
様
な
ニ

ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
常
に
組
織
・

機
構
の
見
直
し
を
行
い
、
時
代
に
即
応
し

た
組
織
・
機
構
を
編
成
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

　
こ
の
た
め
、
組
織
・
機
構
全
般
の
総
点

検
を
行
い
、
今
後
進
め
る
べ
き
ま
ち
づ
く

り
の
方
向
に
合
致
し
た
、
簡
素
で
機
能
的

な
組
織
・
機
構
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。
 

    　
市
民
ニ
ー
ズ
の
高
度
化
、
多
様
化
に
伴

っ
て
増
加
す
る
行
政
需
要
に
対
し
て
、
弾

力
的
か
つ
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
適
正

な
定
員
管
理
を
一
層
推
進
し
ま
す
。
 

　
ま
た
、
市
民
の
納
得
と
支
持
が
得
ら
れ

る
よ
う
な
給
与
の
適
正
化
を
図
り
ま
す
。
 

    　
市
民
の
負
託
に
応
え
、
そ
の
使
命
を
全

う
す
る
た
め
、
複
雑
多
様
化
す
る
行
政
需

要
に
対
応
で
き
る
専
門
知
識
を
有
し
た
職

員
の
確
保
と
、
時
代
の
変
化
に
対
応
で
き

る
人
材
の
育
成
、
職
員
の
能
力
開
発
を
推

進
し
ま
す
。
 

  　
5
　
住
民
参
画
の
推
進
 

 　
市
民
が
地
域
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
持
ち
、

市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
が
効
果
的
に
推

進
さ
れ
る
よ
う
、
行
政
の
効
率
化
は
も
と

よ
り
、
市
民
の
英
知
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
結

集
し
な
が
ら
、
市
民
同
士
が
協
力
し
、
行

政
と
協
働
し
た
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
シ
ス

テ
ム
の
確
立
を
図
り
ま
す
。
 

  　
6
　
民
間
委
託
の
推
進
 

 　
簡
素
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
め
ざ
し
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経
費
節
減
を
図
る

た
め
、
事
務
事
業
の
外
部
委
託
や
公
の
施
設

の
管
理
運
営
に
つ
い
て
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
す
る
な
ど
、
民
間
活
力
を
積
極
的
に
活

用
し
ま
す
。
 

    　
行
政
の
効
率
化
や
市
民
に
対
す
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
I
C
T

（
高
度
情
報
通
信
技
術
）
の
進
展
に
対
応

し
た
行
政
の
情
報
化
を
進
め
ま
す
。
 

　
な
お
、
そ
の
際
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
、
コ
ス
ト
の
低
減
に
つ
な
が
る
も
の
を

厳
選
し
ま
す
。
 

  　
8
　
財
政
の
適
切
か
つ
健
全
な
運
営
 

 　
健
全
な
財
政
を
推
進
す
る
た
め
、
事
務

事
業
の
全
般
的
な
見
直
し
を
行
い
経
費
節

減
を
図
る
と
と
も
に
、
よ
り
一
層
自
主
財

源
の
確
保
に
努
め
、
限
ら
れ
た
財
源
で
最

大
の
効
果
を
あ
げ
る
適
切
か
つ
健
全
な
財

政
運
営
を
図
り
ま
す
。
 

  　
9
　
議
会
改
革
の
推
進
 

 　
市
民
生
活
に
直
接
結
び
つ
く
行
政
施
策

の
最
終
意
思
決
定
機
関
で
あ
る
議
会
の
機

能
、
役
割
の
重
要
性
を
踏
ま
え
、
議
会
の

あ
り
方
に
つ
い
て
も
総
合
的
な
分
析
を
行

い
、
改
善
・
改
革
を
図
り
ま
す
。
 

行
政
の
情
報
化
等
に
よ
る
 

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
 

７ 

事
務
事
業
等
の
見
直
し
 

１ 

住
民
参
画
の
推
進
 

５ 

財
政
の
適
切
か
つ
健
全
な
運
営
 

８ 

議
会
改
革
の
推
進
 

９ 

民
間
委
託
の
推
進
 

６ 

人
材
育
成
の
推
進
・
確
保
 

４ 

組
織
・
機
構
の
見
直
し
 

２ 

定
員
管
理
及
び
 

給
与
の
適
正
化
等
 

３ 

推
進
体
制
 

  　
行
財
政
改
革
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た

め
、
庁
内
に
「
赤
磐
市
行
財
政
改
革
推
進

本
部
」
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
市
議
会

と
の
連
携
を
図
り
、
市
民
お
よ
び
学
識
経

験
者
な
ど
で
組
織
す
る
「
赤
磐
市
行
財
政

改
革
審
議
会
」
の
提
言
を
受
け
ま
す
。
 

　
ま
た
、
行
財
政
改
革
の
進
捗
状
況
を
、

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
公
表

し
、
市
民
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
行

財
政
改
革
を
推
進
し
ま
す
。
 

赤
磐
市
行
財
政
改
革
大
綱
策
定 
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　「赤磐市総合計画（案）」および「赤磐市行財政改革大綱（案）」について、１月１７日（火）から１月３１日（火）までパ
ブリックコメント（意見募集）を実施。また、１月２１日（土）から１月３０日（月）までまちづくり懇談会を開催し、２つの案
についてのご意見をいただきました。その結果、あわせて３５６件のご意見が寄せられました。 
　主なご意見とそれに対する市の考え方は次のとおりです。 
　なお、詳細につきましては、市ホームページ（http://www.city.akaiwa.lg.jp）、本庁企画課・各支所管理課で閲
覧できます。 

赤磐市総合計画・赤磐市行財政改革大綱 

地域コミュニティは、地域自治や市政参画の身近な
組織の１つであると認識しており、コミュニティ意識
の高揚とコミュニティ活動の活性化を支援していき
ます。 

団塊世代の退職者の人材誘致を推し進めるためにも、
受け入れるコミュニティがしっかりしていないといけ
ないので、市と一緒になってコミュニティづくりをし
ていきたい。 

市内の南北交流を図るため、旧町の特徴ある所（観
光地、酒づくり、工場見学その他）をピックアップして
循環見学コースをつくり、少ない経費で年数回のバ
スツアーなどで、市民がお互いに市内を知る機会を
つくってほしい。 

今後、市営バス、福祉バス、スクールバスなどの運行
形態や運行路線について見直しを図っていきます。 

車を運転できない人は公共交通に頼らざるをえない
ので、充実をお願いしたい。 

子どもを犯罪から守るため、警察や地域防犯団体と
連携を図りながら、安全・安心なまちづくりを推進す
るとともに、市民の防犯意識の高揚に努めます。 

子どもに関する事件が（全国で）相次いでいるが、よ
り一層子どもが安心して住めるまちづくりをお願いし
たい。 

このほど、県に対し、赤磐警察署の移転を要望したと
ころです。 

市になったのだから、警察署がほしい。 

今回策定した防災計画に基づき、より一層防災体制
の整備に努めていきます。 

防災体制について、十分な検討が必要である。 

市としても、地域間格差是正と地域活性化のためには、
全地域でブロードバンドサービスが利用可能となる
ことが重要と認識しており、通信業者などにサービス
エリアの早期拡大を働きかけていきます。 

現在は情報化の時代であり、全市内において情報化（高
速インターネットなど）を推進し、若者が地域におい
て住みやすい（仕事など含む）環境を作ってほしい。 

休日当番医について、眼科や耳鼻科、産婦人科などが
当番医になっていても意味が無いと思う。特に、イン
フルエンザや嘔吐下痢などが流行する時期だけでも、
必ず小児科と内科のある病院にしてほしい。 

平成１８年度策定予定の「健康あかいわ２１」の中で、
健康づくりを考えていきます。 

健康づくりを最高に考えて推進していただきたい。 

ご意見など 市の考え方 

魅力あるまちづくりを進めるため、
市が有する自然、歴史、文化、産
業などの資源を有効に生かし、
市民が主体となって取り組める
地域間交流を促進します。 

地元医師会との協議の
もと、休日当番制の充実
に努めます。 
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精神障害者共同作業所は、平成１７年１１月に赤坂地区
に移転開設しました。 

障害者の集える場所（若い人向け）を設置してほしい。 

これからの農業は担い手の育成が一番であり、地産
地消についても推進していきたいと思います。昨年、
市では６名の新規就農者があり、今後もＵＩＪターンな
どを受け入れて、担い手の育成を図っていきたいと
考えています。 

高齢化、過疎化が進む中で農業の先行きは暗い。市
内に農業大学校、農業試験場があるのだから、そこと
連携して若い人が農業に目を向けるようなユニーク
な施策をお願いしたい。 

働く場所が増えれば、人も増えます。企業誘致につい
ては、全力で取り組みたいと考えており、総合計画の
中でもはっきりと位置づけを行っています。 

自主財源比率を向上するために、企業誘致を進めて
もらいたい。 

現在の図書館は手狭で、パソコンなどのＩＴ対応がで
きず、市民の満足が得られません。これからの社会
を見据え、生涯学習の中核となる新図書館を建設し、
中身も充実していきます。 

図書館について、建て替えより、中身を充実してほしい。
特例債を利用すると後で困るのは市民である。 

施設整備にあたっては、市民・利用者の意見をよく聞
いて効率的に進めます。また、起債の採択にあたって
は、将来の負担も考慮し、最低限にとどめるように努
めます。 

行財政改革を住民に求めながら不要不急のグラウン
ドゴルフ場建設に３億円近い予算を使うと聞いており
ます。合併特例債の発行使用は慎重に審議いただき
たい。 

給食センターは現在５施設ありますが、老朽化や施設
設備の問題があり、将来は３施設に統合し、安全で衛
生管理の徹底した施設の整備を行い、安心な給食を
提供していきたいと考えています。 

通学区については、検討委員会を設置し、会議を開
いています。桜が丘地域については、今年９月ごろ通
学区の見直しの方針をまとめる予定です。 

桜が丘東地区の保護者は、子どもを近くの学校に通
わせたいと願っている。学区の再編はいつからにな
るのか教えてほしい。 

県に対し、将来、赤磐市内へ高等学校をぜひとも考え
てもらいたいと申し出ています。 

備作高等学校が無くなるのは残念である。ぜひ県立
高等学校を誘致してほしい。 

事務事業の必要性・有効性を検証するシステムとして、
「事務事業評価制度」を今後導入します。 

評価システムを活用した事務事業の見直しを推進し
てもらいたい。 

職員定員管理計画を策定し、適正な職員数および組
織の見直しを検討していきたいと考えています。 
議員定数については、議会において行政改革の中で
今後検討していきます。 

職員、市議の人数が多すぎます。いろんな公共事業
よりまず行政改革、人件費の削減をお願いしたい。 

この計画は市の方向性をしめすもので、これに沿っ
てより具体的な施策を将来の予算に計上していくこ
とになります。 

総合計画自体どこでも使える内容のものだ。赤磐市
の独自のものを来年の予算からだしてもらいたい。 

この度、行財政改革大綱および同実施計画を策定し
たところであり、具体的な内容と実施年度を明記した
ところです。これに基づいて、より一層の行財政改革
を推進していきます。 

行財政改革大綱の中に、何をいつまでにやるかとい
う工程表がないので、それを示してほしい。 

今後、更に公聴活動を充実していく中で、検討してい
きたいと考えています。 

このような懇談会を定期的に開いてほしい。 

意識改革については、合併したという意識を持って
住民サービスに徹するよう常に職員に指示している
ところです。 

市になったとはいえ、職員のレベルがついていって
いない。職員の意識改革が必要だ。 

学校給食センターの統合に
ついて、危機管理の面から
旧町単位で1つはあるべきだ。 
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◇日　　　時 
 
◆講　　　師 
◇定 　 　 員 
◆参　加　費 
◇申 込 期 間  
◆会場・問い合わせ先 

　「ヘタでいい、ヘタがいい」身近なものを描いてあなた
の心を届けてみませんか。 

絵手紙入門 

6月2日（金）、6月9日（金） 
14：00～16：00 
井上　庸子 
20人（先着順） 
300円（1回分／材料代を含む） 
5月8日（月）～5月24日（水） 
西山公民館 
1086-955-0777

西山公民館主催講座 

◇日　　　時 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆対　　　象 
◇定 　 　 員 
◆参　加　費 
◇申 込 期 間  
◆会場・問い合わせ先 

　老後を豊かに楽しく生きるため、一緒に学びませんか。 

寿　学　級 

5月22日（月） 10：00～12：00 
講演「健康づくりの栄養指導」 
講師／栄養士　大森　豊子 
8月29日（火） 14：00～16：00 
講演「私流 老いのデザイン」 
講師／特別養護老人ホーム王慈園 
　　　施設長　高橋　美代子 
11月29日（水） 9：00～16：00 
視察研修「吉備路の歴史と史跡」 
講師／岡山市観光ボランティア 
　　　熊代　哲史 
2月27日（火） 10：00～12：00 
講演「心も体もリフレッシュ！」 
講師／日本赤十字社岡山県支部指導員 
　　　能勢　貴美子 
65歳以上の方 
70人 
1，000円（その他必要時に実費負担） 
5月8日（月）～5月19日（金） 
吉井公民館　1086-954-1379

吉井公民館主催講座 

　ＡＬＴのトーマス先生と一緒に楽しく英語を勉強しませ
んか。 

◇日　　　時 
 
 
◆対　　　象 
◇定　　　員 
◆参　加　費 
◇申 込 期 間  
◆会場・問い合わせ先 

どきどき英語教室 

5月30日（火）、6月6日（火）、13日（火）、
20日（火）、27日（火） 
19：00～20：00 
一　般 
20人（先着順） 
無　料 
5月8日（月）～5月19日（金） 
吉井公民館 
1086-954-1379

吉井公民館主催講座 

 

★熊山公民館　松木623 
★吉井公民館　周匝136-1

★中央公民館　下市337 
★赤坂公民館　町苅田507

★山陽（団地）公民館　山陽1丁目10 
★笹岡公民館　坂辺9

★高月公民館　穂崎848-1 
★西山公民館　西中220-1

［中央公民館］ 
　●楽しいガーデニング ●ハーブ講座 ●文化講演会 
　●トールペイント ●夏休みこども映画館 
　●こうみんかんまつり ●飼い主マナーアップ講座 
　●冬休みこども映画館 ●文化講演会　など 

［西山公民館］ 
　●イタリア料理教室 ●ケーキ作り教室 
　●こどものひろば ●自然観察 ●シーカヤック教室 
　●子ども囲碁 ●将棋教室 ●そば打ち教室 
　●親子料理教室 ●こうみんかんまつり　など 

［高月公民館］ 
　●子ども囲碁・将棋教室 ●野外料理を楽しもう 
　●赤磐市史跡巡り ●園芸教室 ●こどものひろば 
　●こうみんかんまつり ●メロンパンをつくろう　など 

［山陽公民館］ 
　●なかよし囲碁教室 ●なかよしクッキング 
　●親子陶芸入門 ●こどものひろば 
　●こうみんかんまつり ●思い出を歌う集い 
　●歴史講座 ●トールペイント　など 

［赤坂公民館・笹岡公民館］ 
 （主催講座については、広報４月号でお知らせしています）
　●こうみんかんまつり 

［熊山公民館］ 
　●市民教養講座 ●時事講座 ●ナイスミディ講座 
　●園芸講座 ●ワクワク講座 ●こうみんかんまつり 
　●ふるさとの味講座　など 

［吉井公民館］ 
　●親子写真教室 ●女性サークル「Ｗｉｔｈ」 
　●夏のボランティア体験 ●アニメ映画会 
　●文化講演会 ●こうみんかんまつり　など 
 

公民館では、今後こんな 
講座を予定しています。 
公民館では、今後こんな 
講座を予定しています。 
　※詳しいことは、随時、広報紙などでお知らせします。 
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現
在
、男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
を
遅
ら
せ
る
要
因
と
し
て
、女

性
の
人
権
を
侵
害
す
る
「
女
性
に
対
す

る
暴
力
」の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
女
性
に

対
す
る
暴
力
の
問
題
は
、ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス（
Ｄ
Ｖ
）の
ほ
か
、性
犯
罪
や

売
買
春
、ス
ト
ー
カ
ー
行
為
や
職
場
な
ど

に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。な
か

で
も
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
は
、

暴
力
に
よ
り
相
手
を
支
配
し
、従
属
さ

せ
る
行
為
で
あ
り
、犯
罪
と
な
る
行
為
を

も
含
む
重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。 

　
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
と
は「
夫

や
交
際
相
手
な
ど
の
親
密
な
関
係
に
あ

る
、ま
た
は
あ
っ
た
者
か
ら
振
る
わ
れ
る

暴
力
」
で
、そ
の
被
害
者
は
、多
く
の
場

合
女
性
で
す
。
し
か
も
、夫
婦
の
間
な
ど

に
発
生
す
る
暴
力
で
あ
る
た
め
、外
か
ら

は
見
え
に
く
く
、被
害
者
が
「
自
分
に
も

責
任
が
あ
る
」
と
加
害
者
を
か
ば
う
気

持
ち
を
持
つ
こ
と
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

な
か
な
か
表
面
化
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、経

済
的
に
自
立
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
い

う
理
由
で
、被
害
者
が
我
慢
し
て
し
ま

う
ケ
ー
ス
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

夫
婦
の
間
で
あ
っ
て
も
、暴
力
は
人
権
侵

害
で
あ
り
、許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
の

で
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
暴
力
の
防
止
と
被
害
者

の
保
護
を
図
る
た
め
、平
成
十
三
年
に「
配

偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
お
よ
び
被
害

者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
、

さ
ら
に
平
成
十
六
年
十
月
の
改
正
法
施

行
に
よ
り
立
法
的
な
措
置
が
と
ら
れ
て

い
ま
す
。 

　
ま
た
、毎
年
十
一
月
十
二
日
か
ら
二
十

五
日
ま
で
の
二
週
間
、「
女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動
」
が
実
施
さ
れ
る

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
、被
害
者
を
保
護
し
支

援
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
状
況

の
中
で
、被
害
を
受
け
た
り
、ま
た
、身
近

な
人
が
被
害
を
受
け
た
り
し
て
い
る
よ

う
で
あ
れ
ば
、身
近
な
相
談
機
関
な
ど

に
連
絡
し
、相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

（
本
庁
市
民
課
人
権
啓
発
係
） 

人 

権 

コ 

ラ 

ム 

2
 

公民館では、今後こんな 
講座を予定しています。 

今年もいよいよ、キャンプシーズンの到来です！ 
吉井竜天オートキャンプ場では、春から夏にかけて、下記のイベントを予定しています。 
家族や友人と自然の中で、休日のひとときをエンジョイしてみてはいかがでしょうか？ 

　７月～８月の夏休み期間、各土曜日の夕方などから、来客者（主に子どもたち）に対して、イベント芸など
を行なっていただけるボランティアを募集します！ 
　地元芸能、マジック、野外演奏、竹細工教室などの特技をお持ちの人、ぜひ、ご協力をお願いします。吉
井竜天オートキャンプ場まで、ご連絡・ご相談ください。 

　★５月 ４日………お絵かき教室 
　★５月 ７日………竹細工教室 
　★５月　２７日………蛍ウォッチング 
　★６月 ３日………蛍ウォッチング 
　★７月　２２日………昆虫教室 
　★７月～８月………流しそうめん 
　★７月～８月………キャンプファイヤー 

平成１８年度　春・夏スケジュール 

■申し込み・お問い合わせ 

吉井竜天オートキャンプ場 
〒７０１-２４３７　岡山県赤磐市中勢実２６８２ 
TEL.０８６-９５８-２１５５（ＡＭ８：３０～ＰＭ５：００） 
FAX.０８６-９５８-２１５７ 

ボ ラ ン テ ィ ア 募 集 !!

▼キャンプ風景 

▲流しそうめん 

▼昆虫採集 

▲キャンプ風景 



☆おすすめの一冊 
●『町長選挙』奥田英朗・著（文藝春秋） 
　『イン・ザ・プール』『空中ブランコ』でお
なじみトンデモ精神科医・伊良部が再び帰っ
てきた！！都下の離れ小島に赴任した伊良部
は島を二分して争われる町長選挙に巻き込
まれてしまう…。爆笑間違いなし。伊良部シ
リーズ第三弾。 
 
★ブックんのおはなしかい 
【日時】第１、第２、第４土曜日　１５：００～ 
　ブックんとゆかいななかまたちによる楽
しいおはなし会だよ！あそびにおいでよ☆ 
 
★えほん読み聞かせ会 
【日時】第３土曜日　１４：００～ 
　赤坂まるパンの会の皆さんによる絵本の
読み聞かせ会です。 
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図書館 

中央図書館 

赤坂図書館 

熊山図書館 

吉井図書館 

利用案内 
●開館時間 
　午前１０時～午後６時 
●休 館 日 
　毎週月曜日（熊山は毎
週水曜日）、第３日曜日、
祝日、月末整理日ほか 
（詳しくは、下のカレンダー
をご覧ください） 

※１人１０冊まで２週間借りられます。はじめて借りる時は、利用者カード発行のため免
　許証・保険証など氏名・住所を確認できるものをお持ちください。 

※赤磐市内の図書館で借りた本は市内どこの図書館でも返却できます。 
 　（他館で借りたものは返却ポストには入れないでください。） 

利 用 案 内 

★人形劇フェスティバル 
【日時】５月１３日（土） １４：３０～ 
【出演】赤坂まるパンの会の皆さん 
【内容】人形劇「ゲゲゲの鬼太郎」ほか 

　何が飛び出すかお楽しみ☆ゆかいな人形
劇で楽しい時間をすごしましょう。 
 

★おはなし会 
【日時】第２土曜日　１４：００～ 
　たのしい絵本をたくさん読みます！ 
　みんな来てね。 
 
☆新着図書のご案内 
〈一般〉 
　●「米ぬかとことん活用読本」／農文協編 
　●「クローズド・ノート」／雫井脩介 
　●「わくわくレシピ　野菜のおかず」／レ
　　タスクラブMOOK 
　●「包帯クラブ」／天童荒太 
〈児童〉 
　●「仮面ライダーカブト スーパーひみつ
　　ファイル」 
　●「トトトのトナカイさん」／長谷川義史  
　●「アンパンマンともぐりん」／やなせた
　　かし 
 

★布絵本を作りましょう 
　温かいぬくもりがいっぱいの布絵本。世
界にひとつの自分だけの布絵本を作ってみ
ませんか。この講座は２カ月に一度開催し、
１年間（６回）で１冊の絵本を作る予定です。 
　子どもさん、お孫さんへ、心のこもった手
作り布絵本をプレゼントしませんか。 

【日時】（第１回）５月２８日（日） １３：３０～ 
【定員】１５人（先着順） 
【募集期間】５月１日（月）より（定員になり　 
　次第締め切り） 
【参加費】実費（講座当日お持ちください） 
 

火 水 月 金 土 木 日 

2 

9 

16 

23 

30

4 

11 

18 

25 

 

5 

12 

19 

26 

 

6 

13 

20 

27 

 

　 

7 

14 

21 

28

1 

8 

15 

22 

29

3 

10 

17 

24 

31

全館休館日 

中央・赤坂・吉井図書館休館日 

熊山図書館休館日 

5月の図書館カレンダー 



   時
は
あ
か
る
い
五
月
に
 

師
は
昇
天
さ
れ
た
。
 

た
ち
ま
ち
姿
は
 

か
の
か
が
や
く
気
流
の
中
に
消
え
去
ら
れ
た
。
 

庭
に
は
薔
薇
の
匂
い
か
ぐ
わ
し
く
 

野
山
に
は
白
い
花
々
咲
き
き
そ
い
 

人
の
心
遠
く
は
た
め
く
日
に
 

ま
ぶ
し
い
風
に
は
や
乗
り
去
ら
れ
た
。
 

も
う
わ
た
し
の
と
ど
か
ぬ
き
わ
に
風
と
と
も
に
ゆ
か
れ
た
。
 

か
の
彩
な
り
し
感
覚
は
 

か
か
る
地
圏
の
花
に
満
喫
し
て
 

御
足
は
宙
に
は
な
れ
た
ま
い
し
か
。
 

最
後
の
御
顔
を
埋
め
る
た
め
 

惜
し
み
な
く
そ
の
花
々
を
摘
ま
ん
と
 

き
ら
ら
か
な
陽
の
光
に
た
て
ば
 

か
し
こ
に
忍
冬
の
花
す
こ
し
ほ
こ
ろ
び
 

こ
こ
に
は
な
る
こ
ゆ
り
ゆ
れ
や
ま
ず
 

あ
ざ
み
や
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
や
ア
イ
リ
ス
が
 

壁
に
と
め
た
る
去
年
の
初
花
帖
の
 

五
月
十
五
日
の
く
だ
り
に
あ
ざ
む
か
ず
咲
き
 

さ
て
か
の
な
つ
か
し
い
居
間
を
み
れ
ば
 

棺
に
は
さ
ら
に
お
び
た
だ
し
い
天
地
の
花
に
か
ざ
ら
れ
て

　
い
る
 

あ
あ
か
ぎ
り
な
く
あ
か
る
い
五
月
に
 

き
ら
び
や
か
の
夢
見
人
は
い
ま
さ
ず
な
っ
た
。
 

師
の
眼
に
み
え
し
花
の
色
は
、 

私
の
見
る
花
よ
り
は
る
か
に
色
濃
か
っ
た
の
に
 

お
と
ろ
え
の
き
ざ
し
も
な
く
 

い
か
な
る
花
の
散
る
よ
り
も
早
く
昇
天
さ
れ
た
。
 

師
は
あ
り
し
日
の
あ
し
ど
り
の
よ
う
に
気
ば
や
に
昇
天

　
さ
れ
た
。
 

地
の
花
に
満
喫
し
て
珍
ら
し
い
天
の
花
を
み
に
風
に
乗
っ

　
て
ゆ
か
れ
た
。
 

 
（『
大
い
な
る
樹
木
』一
九
四
七
年
四
月
　
桜
井
書
店
） 
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人 hito

【永瀬清子の詩を読む7】 

花
の
告
別
 

　
―
佐
藤
惣
之
助
師
を
葬
り
て
―
 

　
永
瀬
清
子
は
、日
常
的
に
植

物
を
描
い
た
り
、さ
ら
に
彩
色
し

た
り
し
て
い
る
。 

　
写
真
は
、昭
和
四
十
四
年
四

月
二
十
九
日
に
描
い
た
「
な
る

こ
ゆ
り
」
で
あ
る
。 

　
詩
「
花
の
告
別
」
は
、
一

九
四
二
年
五
月
十
五
日
に
亡

く
な
っ
た
詩
人
・
佐
藤
惣
之

助
へ
の
追
悼
詩
で
す
。 

　
永
瀬
清
子
は
詩
を
書
き
始

め
た
頃
、
佐
藤
惣
之
助
に
師

事
し
、「
惣
師
」
と
呼
び
、
詩

を
書
く
の
は
、「
あ
な
た
の
眼

で
み
な
さ
い
。
あ
な
た
の
言

葉
で
書
き
な
さ
い
」
と
い
う

師
の
教
え
を
終
生
心
が
け
ま

し
た
。
そ
し
て
「
惣
師
と
の

出
合
い
が
決
定
的
に
私
を
詩

人
の
道
を
歩
ま
せ
た
と
思
っ

て
い
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。 

　
と
は
い
え
佐
藤
惣
之
助
は
、

現
在
詩
人
と
し
て
よ
り
も
、「
六

甲
お
ろ
し
」
や
「
赤
城
の
子

守
唄
」
な
ど
に
代
表
さ
れ
る

歌
謡
曲
の
作
詞
者
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
た
め
、
師
の
詩

人
と
し
て
の
再
評
価
は
、
永

瀬
清
子
の
悲
願
で
し
た
。 

　
そ
の
永
瀬
清
子
が
注
目
し

て
い
る
の
は
、
佐
藤
惣
之
助

が
「
自
然
に
即
し
な
が
ら
も

す
ば
ら
し
い
飛
翔
力
を
も
ち
、

ど
の
詩
人
よ
り
も
は
る
か
に

広
く
の
び
の
び
と
か
け
っ
た

こ
と
」
で
す
。 

　
た
と
え
ば
、
こ
の
詩
で
は

佐
藤
惣
之
助
の
「
か
の
彩
な

り
し
感
覚
」
と
し
て
「
忍
冬

の
花
」「
な
る
こ
ゆ
り
」「
あ

ざ
み
」「
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
」「
ア

イ
リ
ス
」
と
い
っ
た
季
節
の
花
々

の
名
前
を
列
挙
し
、
そ
れ
ら

が
天
や
地
に
あ
る
花
で
あ
り
、

か
つ
共
存
し
て
い
る
様
子
を

描
く
こ
と
で
、
天
地
を
か
け

め
ぐ
る
よ
う
な
自
由
自
在
さ

を
表
現
し
て
い
る
と
思
わ
れ

ま
す
。 

　
ま
た
、
永
瀬
清
子
は
、
自

身
が
少
女
時
代
を
過
ご
し
た

金
沢
の
よ
う
に
湿
っ
ぽ
く
、

悲
し
い
感
情
に
鬱
屈
す
る
姿

勢
に
近
い
こ
と
に
自
覚
的
で

あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
佐
藤

惣
之
助
の
明
る
さ
や
色
彩
へ

の
憧
れ
を
抱
い
た
こ
と
を
述

べ
て
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
永
瀬
清
子
の
詩

の
向
日
性
と
師
・
佐
藤
惣
之

助
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
指
摘
が
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
永
瀬
清
子
自
身
の
「
眼
」

と
「
言
葉
」
が
、
湿
っ
ぽ
さ

や
悲
し
み
で
は
な
く
、
主
体

的
か
つ
自
覚
的
に
明
る
さ
や

喜
び
を
求
め
る
態
度
を
示
し

て
い
る
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
態
度
が
、
永
瀬
清
子
に

詩
を
書
か
せ
る
原
動
力
の
ひ

と
つ
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。 

　
も
う
す
ぐ
、
明
る
い
光
に

満
ち
、
花
々
の
咲
き
誇
る
五

月
で
す
。
皆
さ
ん
の
眼
は
何

を
見
つ
け
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。 

（
社
会
教
育
課
 
白
根
直
子
） 

 〈
参
考
文
献
〉「
花
の
告
別
」『
文

芸
汎
論
』
第
十
二
巻
第
七
号
一
九

四
二
年
七
月
、「
星
で
書
い
た
人
（
二
）

―
佐
藤
惣
之
助
師
の
こ
と
―
」『
馬
』

第
九
号
　
一
九
八
〇
年
七
月
他
 

 



［
医
］＝
休
日
当
番
医
　
◆
＝
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
・
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日（
※
今
月
か
ら
図
書
館
の
休
館
日
は
図
書
館
の
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
）
 

平
成

1
8
年
 

●
春
の
文
化
祭
　
10：
30～
15：
30 

　（
熊
山
公
民
館
） 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
前
立

　
腺
が
ん
検
診
　（
山
陽
地
域
） 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
前
立

　
腺
が
ん
検
診
　（
山
陽
地
域
） 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
前
立

　
腺
が
ん
検
診
　（
山
陽
地
域
） 

●
離
乳
食
講
習
会
　
10：
00～
11：
30 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
前
立

　
腺
が
ん
検
診
　（
山
陽
地
域
） 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
前
立

　
腺
が
ん
検
診
　（
吉
井
地
域
） 

●
よ
ろ
ず
相
談
　
10：
00～
15：
00 

　
〔
身
体
・
知
的
・
心
配
ご
と
相
談
は
13：
00

　
～
15：
00〕（

吉
井
会
館
） 

 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
前
立

　
腺
が
ん
検
診
　（
山
陽
地
域
） 

●
２
歳
６
か
月
児
歯
科
健
診
 

　
12：
45～
13：
15（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
わ
く
わ
く
英
語
教
室
　
18：
00～
19：
00 

　（
吉
井
公
民
館
） 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
前
立

　
腺
が
ん
検
診
　（
山
陽
地
域
） 

●
よ
ろ
ず
相
談
　
13：
00～
15：
00 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

●
お
は
な
し
の
お
へ
や
　
15：
30～
 

　（
熊
山
図
書
館
） 

●
男
の
料
理
教
室
　
10：
00～
13：
00 

　（
高
月
公
民
館
） 

●
絵
本
読
み
聞
か
せ
会
　
14：
00～
 

　（
赤
坂
図
書
館
） 

●
お
は
な
し
た
ま
て
ば
こ
　
14：
00～
 

　（
熊
山
図
書
館
） 

●
乳
児
健
診
　
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
前
立

　
腺
が
ん
検
診
　（
山
陽
地
域
） 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
前
立

　
腺
が
ん
検
診
　（
山
陽
地
域
） 

●
わ
く
わ
く
英
語
教
室
　
18：
00～
19：
00 

　（
吉
井
公
民
館
） 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
前
立

　
腺
が
ん
検
診
　（
山
陽
地
域
） 

●
無
料
法
律
相
談
　
13：
00～
16：
00 

　（
産
業
会
館
2階
ふ
る
さ
と
交
流
室
） 

●
よ
ろ
ず
相
談
　
10：
00～
12：
00 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

●
ド
キ
ド
キ
講
座
「
自
然
観
察
会
」
 

　
9：
00～
11：
00（
熊
山
公
民
館
） 

●
お
は
な
し
会
　
1４：
00～
 

　（
吉
井
図
書
館
） 

●
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

　
14：
30～（

中
央
図
書
館
） 

●
お
ひ
さ
ま
お
は
な
し
会
 

　〔
第
２・４
土
曜
日
〕　
15：
30～
 

　（
熊
山
図
書
館
） 

●
交
通
安
全
日
 

●
１
歳
６
か
月
児
健
診
　
12：
45～
13：
15 

　
（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
）
 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
前
立

　
腺
が
ん
検
診
　
（
山
陽
地
域
）
 

●
人
権
・
行
政
相
談
　
13：
00～
16：
00 

　
（
本
庁
2階
第
1会
議
室
）
 

●
心
配
ご
と
相
談
　
13：
00～
15：
00 

　
（
吉
井
会
館
）
 

●
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
　
10：
00～
11：
00 

　
（
赤
坂
公
民
館
）
 

●
え
ほ
ん
の
じ
か
ん〔
第
２・３・４・５

水
曜
日
〕 

　
11：
00～（

中
央
図
書
館
）
 

●
と
し
ょ
か
ん
わ
く
わ
く
タ
イ
ム
 

　〔
第
１・３・４

土
曜
日
〕　
14：
30～
 

　（
中
央
図
書
館
） 

●
ブ
ッ
ク
ん
の
お
は
な
し
か
い
 

　〔
第
１・２・４

土
曜
日
〕　
15：
00～
 

　（
赤
坂
図
書
館
） 

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
 

［
医
］あ
ま
の
耳
鼻
咽
喉
科
医
院
 

　
　
1
０８６
-９５５

-８１９１
 

［
医
］熊
山
病
院
　
1
０８６９９

-５
-１２５１

 

［
医
］ひ
ら
た
整
形
外
科
 

　
　
1
０８６
-９５６

-０７００
 

［
医
］井
上
医
院
　
1
０８６
-９５４

-１９０２
 

［
医
］吉
井
医
院
　
1
０８６
-９５５

-５５１５
 

［
医
］佐
伯
北
診
療
所
 

　
　
1
０８６
-９５４

-２０３２
 

◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
 

◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
 

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

［
医
］ふ
よ
う
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

　
　
1
０８６
-９５５

-７１１０
 

［
医
］米
井
医
院
　
1
０８６
-９５４

-０５５０
 

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

［
医
］う
え
の
内
科
小
児
科
医
院
 

　
　
1
０８６
-９５６

-０５０５
 

［
医
］吉
田
医
院
　
1
０８６
-９５４

-０２０２
 

日
 

月
 

火
 

水
 

木
 

金
 

土
 

Sunday
M

onday
Tuesday

W
ednesday

Thursday
Friday

Saturday

憲
法
記
念
日
 

国
民
の
休
日
 

こ
ど
も
の
日
 

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

181
5

71
4

291
6

31
0

1
7

41
1

1
8

51
2

1
9

61
3

2
0

★
5月
の
税
を
期
限
内
に
 

　
納
め
ま
し
ょ
う
 

　
●
固
定
資
産
税
　
１
期（
全
期
） 

　
●
軽
自
動
車
税
　
全
期
 

　
●
水
利
地
益
税
　
１
期
 

５
月
３１
日
ま
で
 



●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
前
立

　
腺
が
ん
検
診
　（
山
陽
地
域
） 

●
寿
学
級
　
10：
00～
12：
00 

　（
吉
井
公
民
館
） 

 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
前
立

　
腺
が
ん
検
診
　（
山
陽
地
域
） 

 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
前
立

　
腺
が
ん
検
診
　（
山
陽
・
吉
井
地
域
） 

●
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
　
10：
00～
11：
00 

　（
赤
坂
公
民
館
） 

●
交
通
安
全
日
 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
前
立

　
腺
が
ん
検
診
　（
山
陽
地
域
） 

●
わ
く
わ
く
英
語
教
室
　
18：
00～
19：
00 

　（
吉
井
公
民
館
） 

●
育
児
相
談
　
9：
45～
10：
30 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
前
立

　
腺
が
ん
検
診
　（
吉
井
地
域
） 

●
ふ
れ
あ
い
自
然
体
験
教
室
 

　
10：
00～
12：
00（
中
央
公
民
館
） 

●
陶
芸
入
門
「
信
楽
焼
」（
前
期
）
 

　
14：
00～
16：
00（
山
陽
公
民
館
） 

●
星
空
講
座
無
料
観
望
会
 

　
19：
00～
22：
00（
竜
天
天
文
台
） 

●
お
笑
い
赤
坂
亭
定
例
寄
席
 

　
19：
00～
20：
00（
お
笑
い
赤
坂
亭
） 

［
医
］マ
ス
カ
ッ
ト
整
形
外
科
医
院
 

　
　
1
０８６
-２２９

-２６１１
 

［
医
］道
満
医
院
　
1
０８６
-９５７

-２１１１
 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
前
立

　
腺
が
ん
検
診
　（
赤
坂
・
吉
井
地
域
） 

●
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
 

　
13：
30～（

熊
山
図
書
館
） 

●
３
歳
児
健
診
　
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
前
立

　
腺
が
ん
検
診
　（
赤
坂
・
吉
井
地
域
） 

●
ど
き
ど
き
英
語
教
室
　
18：
30～
19：
30 

　（
吉
井
公
民
館
） 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
前
立

　
腺
が
ん
検
診
　（
赤
坂
・
吉
井
地
域
） 

●
少
年
少
女
天
文
教
室
 

　
19：
00～
21：
00（
吉
井
公
民
館
） 

 

●
人
権
・
行
政
相
談
　
10：
00～
15：
00 

　（
本
庁
2階
中
会
議
室
・
赤
坂
健
康
管
理

　
セ
ン
タ
ー
） 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
前
立

　
腺
が
ん
検
診
　（
吉
井
地
域
） 

●
特
設
人
権
相
談
　
10：
00～
15：
00 

　（
仁
美
農
村
振
興
セ
ン
タ
ー
） 

●
わ
く
わ
く
英
語
教
室
　
18：
00～
19：
00 

　（
吉
井
公
民
館
） 

 

●
無
料
法
律
相
談
　
13：
00～
16：
00 

　（
産
業
会
館
2階
ふ
る
さ
と
交
流
室
） 

●
よ
ろ
ず
相
談
　
10：
00～
12：
00 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
前
立

　
腺
が
ん
検
診
　（
熊
山
・
吉
井
地
域
） 

［
医
］三
島
内
科
医
院
 

　
　

1
０８６
-９５５

-５３１１
 

［
医
］越
宗
医
院
　
1
０８６
-９５７

-３０３５
 

◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
 

◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
 

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

3
1

月
 火
 水
 木
 金
 土
 日
 
月
 火
 水
 木
 
金
 土
 日
 月
 火
 水
 木
 金
 土
 日
 
月
 火
 水
 木
 
金
 土
 
日
 月
 火
 水
 

　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
○
 
○
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
○
 
○
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
○
 
○
 
　
 
　
 
　
 

　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
○
 
○
 

　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 

　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 

　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 

　
 
○
 
　
 
　
 
　
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 

　
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 

　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 

　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 

　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 

　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
　
 
　
 
　
 

　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
★
 
　
 
　
 
　
 
　
 
★
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
★
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
★
 
　
 
★
 
　
 
　
 
　
 

山陽ふれあい公園 

屋内プール トレーニング 

ルーム 

トレーニング 

ルーム 屋内プール 

吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター 

１０：００
～
１２：００

 

１４：００
～
１６：００

 

１８：３０
～
２０：３０

 

９：００
～
１２：００

 

１３：００
～
１７：００

 

１８：００
～
２１：００

 

９：００
～
１２：００

 

１３：００
～
１７：００

 

１８：００
～
２２：００

 

９：００
～
２１：００

 

９：００
～
１７：００

 

初
心
者
講
習
 

実
施

日
 

○
 屋
内
プ
ー
ル
一
般
開
放
　
☆
 ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
開
放
 

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
ご
利
用
は
高
校
生

　
以
上
で
初
心
者
講
習
修
了
者
に
限
り
ま
す
。

　
初
心
者
講
習
は
★
印
に
行
っ
て
い
ま
す
が
電

　
話
予
約
が
必
要
で
す
。
 

　
受
講
料
４００
円
　
再
受
講
料
３００
円
 

［
利
用
料
金
］ 

●
プ
ー
ル
高
校
生
以
上
…
４００
円
 

　
　
　
　
中
学
生
以
下
…
２００
円
 

●
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
…
３００
円
 

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
ご
利
用
は
高
校
生

　
以
上
で
す
。
 

※
プ
ー
ル
利
用
は
１０
月
末
ま
で
で
す
。
 

［
利
用
料
金
］ 

●
プ
ー
ル
高
校
生
以
上
…
２００
円
 

　
　
　
　
中
学
生
以
下
…
１００
円
 

  ●
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
…
１００
円
 

1
 0

8
6
-9

5
4
-2

3
2
3

1
 0

8
6
-9

5
5
-4

4
3
2

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

2
2

2
9

2
1

2
8

2
3

3
0

2
4

3
1

2
56
/1

2
66
/2

2
76
/3

休館日 休館日 

休館日 

休館日 休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 休館日 

休館日 

休館日 休館日 

休館日 

休館日 休館日 

休館日 

5
月
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※
全
国
大
会
出
場
の
紹
介
は
本

　
人
の
申
し
出
に
よ
り
掲
載
し

　
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
学
年
は
平
成
十
七
年 

　
度
の
も
の
で
す
。 

 ¡

第
三
十
六
回
日
本
少
年
野
球

　
春
季
大
会（
大
阪
府
） 

◇
東
岡
山
ク
ラ
ブ（
硬
式
野
球
） 

　
磐
梨
中
学
校
二
年
生 

　
末
藤
友
也（
野
間
） 

         ¡

第
一
回
風
越
カ
ッ
プ
全
日
本

　
少
年
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
大
会 

　（
長
野
県
軽
井
沢
町
） 

　
【
小
学
生
の
部
】 

◇
山
陽
東
小
学
校
六
年
生 

　
西
村
　
鴻（
桜
が
丘
西
１
丁
目
） 

      ¡
第
二
十
八
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ 

　
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ 

　
春
季
水
泳
競
技
大
会 

　（
東
京
都
江
東
区
） 

◇
桜
が
丘
小
学
校
五
年
生 

　
松
田
千
夏（
桜
が
丘
東
３
丁
目
） 

      ¡

第
七
十
八
回
選
抜
高
校
野
球

　
大
会（
兵
庫
県
西
宮
市
） 

◇
関
西
高
校
二
年
生 

　
小
林
正
典（
桜
が
丘
西
１
丁
目
） 

     

   

　
三
月
七
日（
火
）、赤
坂
フ
ァ
ミ

リ
ー
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場
に
、

市
内
の
十
五
チ
ー
ム
、七
十
九
人

が
参
加
し
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

¡

優
　
勝
　
ピ
オ
ー
ネ（
赤
坂
） 

¡

準
優
勝
　
赤
坂（
赤
坂
） 

¡

第
三
位
　
今
井（
赤
坂
） 

¡

ラ
ッ
キ
ー
セ
ヴ
ン
位 

　
　
　
　
　
小
野
田（
熊
山
） 

¡

Ｂ
Ｂ
位
　
千
躰（
熊
山
） 

     

　
三
月
十
九
日（
日
）、ふ
れ
あ
い

公
園
体
育
館
を
会
場
に
、山
陽
地

域
の
九
チ
ー
ム
、百
二
十
人
が
参

加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

¡

優
　
勝
　
桜
が
丘
西
８
丁
目 

¡

準
優
勝
　
沼
田
・
南
方
・
中
島 

¡

第
三
位
　
桜
が
丘
西
１
・
２
丁
目 

   

　
山
陽
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
で
は
、

次
の
と
お
り
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
初
心
者
歓
迎
で
す
。 

期
　
間 

　
四
月
一
日
〜
三
月
三
十
一
日 

条
　
件 

　
赤
磐
市
内
在
住
・
在
勤
の
人 

会
　
費 

¡

継
続
…
四
千
円 

¡

新
規
…
四
千
五
百
円 

練
習
日 

　
毎
週
日
・
月
・
木
・
土 

　
通
常
午
後 

　（
参
加
自
由
） 

場
　
所 

　
山
陽
弥
生
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト 

受
　
付 

　
練
習
日
に
コ
ー
ト
に
て 

問
い
合
わ
せ
先 

〈
昼
〉 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）２
３
９
５ 

〈
夜
〉 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）０
０
６
６ 

　
事
務
局
・
田
中 

 

     

　
様
々
な
水
中
運
動
に
よ
る
健

康
づ
く
り
と
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

　
初
め
て
の
人
も
ぜ
ひ
気
軽
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。 

期
　
間 

　
五
月
三
十
日
〜
七
月
十
一
日

　
の
毎
週
火
曜
日
、全
七
回 

時
　
間 

　
午
前
十
時
〜
十
一
時
三
十
分 

場
　
所
　
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

　
屋
内
プ
ー
ル 

対
　
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
者 

受
講
料
　
四
千
五
百
円（
初
回
に

　
持
参
し
て
く
だ
さ
い
） 

講
　
師 

　
日
本
水
泳
連
盟
公
認
コ
ー
チ 

定
　
員
　
三
十
人 

締
切
日
　
五
月
十
九
日（
金
） 

申
し
込
み
先 

　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）０
７
３
８ 

 

全
国
大
会
出
場 

　
　
　
お
め
で
と
う
！ 

 

第
三
回
赤
磐
市
ゲ
ー
ト 

ボ
ー
ル
協
会
杯
結
果 

  

第
三
十
二
回 

山
陽
地
区
・
地
域
対
抗 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
結
果 

  

気
持
ち
良
い 

　
　
　
汗
を
か
こ
う
！ 

  

水
中
健
康
体
操
教
室
の 

ご
案
内
〜
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
〜 
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五月病とストレス 

シリーズ!3

　
爽
や
か
な
季
節
と
な
り
、
進

学
や
就
職
、
転
勤
の
時
期
が
過

ぎ
、
そ
ろ
そ
ろ
緊
張
が
ほ
ぐ
れ

る
こ
ろ
で
す
。
な
の
に
、
何
と

な
く
無
気
力
で
勉
強
や
仕
事
に

身
が
入
ら
ず
、
疲
れ
て
集
中
で

き
な
い
と
い
う
症
状
の
人
は
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。
こ
ん

な
症
状
は
要
注
意
で
す
。 

 
◆
五
月
病
と
は
… 

　
よ
く
知
ら
れ
た
言
葉
で
す
が
、

医
学
用
語
で
は
な
く
、
俗
語
で

す
。
四
月
に
大
学
生
や
社
会
人

と
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
へ

の
参
加
や
人
間
関
係
づ
く
り
な

ど
、
期
待
や
好
奇
心
で
胸
い
っ

ぱ
い
だ
っ
た
の
に
、
五
月
に
入

り
、
環
境
に
適
応
で
き
ず
に
、

そ
の
こ
と
へ
の
焦
り
が
ス
ト
レ

ス
に
な
り
、
体
や
心
の
重
荷
と

な
っ
て
い
く
の
で
す
。
性
格
も

重
要
な
因
子
で
、
ス
ト
レ
ス
と

感
じ
る
人
も
い
れ
ば
、
う
ま
く

乗
り
越
え
る
人
も
い
ま
す
。 
 

◆
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
と
… 

　
免
疫
の
働
き
が
低
下
し
病
気

に
か
か
り
や
す
く
な
り
、
心
身

症
（
高
血
圧
、
心
臓
病
、
胃
・

十
二
指
腸
か
い
よ
う
、
円
形
脱

毛
症
、
過
敏
性
症
候
群
、
自
律

神
経
失
調
症
、
不
眠
症
な
ど
）

や
心
の
病
気
（
う
つ
病
、
神
経

症
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
、
摂

食
障
害
な
ど
）
の
症
状
が
で
て

き
ま
す
。 

 

◆
ス
ト
レ
ス
を
防
ぐ
た
め
に
… 

¡
運
動
や
読
書
、
音
楽
を
聴
く

　
な
ど
、
自
分
に
あ
っ
た
解
消

　
法
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。
安

　
眠
の
た
め
の
工
夫
を
し
、
の

　
ん
び
り
休
む
こ
と
も
大
切
で

　
す
。 

¡
一
人
で
悩
ま
ず
家
族
や
友
人
、

　
専
門
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
話
す
こ
と
で
自
分
が
悩
ん
で

　
い
る
こ
と
が
客
観
的
に
整
理

　
で
き
ま
す
。 

¡
栄
養
も
大
切
で
す
。
良
質
の

　
た
ん
ぱ
く
質
（
脂
身
の
少
な

　
い
肉
類
、
魚
介
類
、
豆
類
な

　
ど
）
を
と
る
と
ス
ト
レ
ス
で

　
消
費
さ
れ
た
ア
ミ
ノ
酸
が
補

　
給
で
き
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、

　
Ｂ
群
、
Ｅ
は
ス
ト
レ
ス
耐
性

　
を
高
め
ま
す
。
ミ
ネ
ラ
ル
で

　
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
に
気
持
ち

　
を
落
ち
着
か
せ
る
働
き
が
あ

　
り
ま
す
。 

　 　
た
だ
、
症
状
が
進
ん
で
抑
う

つ
気
分
、
思
考
や
行
動
の
抑
制
、

不
安
や
焦
燥
な
ど
が
強
い
場
合

は
、
専
門
医
（
心
療
内
科
や
精

神
科
）
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

一
時
的
に
服
薬
す
る
こ
と
も
有

効
で
、
早
く
症
状
が
改
善
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

■平成１８年度東備保健所相談事業　1０８６９-６４-２２５５　Fax.０８６９-６４-１１０８　予約が必要です。 

東備保健所 

東備保健所 

東備保健所 

東備保健所 

東備保健所 

瀬戸町子育て
支援施設 
ゆう遊プラザ 

瀬戸町 
健康福祉の館 

特別健康相談 

骨髄バンク登録 

心の健康相談 

子どもの心と 
からだの 
総合相談 

病態別 
栄養相談 

子どもの心の 
健康相談 

心の健康相談 

エイズ、梅毒、クラミジアに関する相談および採血 

登録受け付けおよび採血 

心の健康（一般および思春期）、アルコールなどの薬
物依存、認知症などについての精神科医などによる
相談 

身体および精神面で経過観察を必要とする乳幼児の
専門的な診察および相談 

糖尿病、腎臓病、肝臓病などの食事療法の相談 

学童期から思春期の精神面の発達などについて精
神科医などによる相談 

心の健康、アルコールなどの薬物依存、認知症など
についての精神科医などによる相談 

毎月２・４火曜日　１３：００～１５：００ 

毎月２・４火曜日　１３：００～１５：００ 

毎月第１火曜日、第３木曜日 
１３：００～１４：００ 

偶数月第１木曜日　１３：００～１５：００ 

随時実施 
（予約時に相談日時を決めます） 

毎月第４水曜日　１４：００～１５：００ 

毎月第２水曜日　１４：００～１５：００ 

実施場所 事業名 内　　　　　　容 開　催　日　時 

※東備保健所：備前市東片上２１３-１　　瀬戸町子育て支援施設ゆう遊プラザ：瀬戸町瀬戸１４３-２　　瀬戸町健康福祉の館：瀬戸町下１４６-１ 
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1．事業計画の改定にあたって 
　介護保険事業計画は３年ごとに見直しが行われます。今回の見直しは平成１８年度から平成２０年度の計画期間にあ
たります。 
　まず、今後３年間の事業の見込みを、認定者数、サービス利用者数、介護給付費などの過去の実績から算定しました。 

（％） 

平成12年 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 

平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 

認定者数の 
実績および 
推計 

サービス 
利用者数 
（推計） 

介護給付費 
（推計） 

要介護認定者数 予防後の人数 認定率 

介護保険 介護保険 

要介護認定者数（予防後） 
居宅サービス利用者数 
施設サービス利用者数 

【要介護認定者数・サービス利用者の見込み】 

●予防後の人数／介護予防事業による効果を見込んでいます。 

　介護保険制度が始まって、６年が経過し、高齢期を支える制度として定着してき
ました。しかし、これから急速に高齢化が進み、介護サービスを利用される人
や、加齢に伴い、要介護状態が徐々に重度化していく人が増えることが見
込まれます。そのため、今後の介護保険制度をより安定的に運営していく
ため、制度全般の見直しが行われ介護保険事業計画が改定されました。 
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32億5,110万円 
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2．介護保険の財源 
　介護保険の財源は下のグラフのようになり、第１号被保険者（６５歳以上の人）が
全体の１９％を負担するようになります。 

3．事業計画の見直しにより平成18年度からの保険料が決まりました。 

所得段階 対　象　者 保険料（年額） 

第１段階の人 

第２段階の人 

第３段階の人 

２４,６００円 

２４,６００円 

３６,９００円 

４９,２００円 

６１,５００円 

７３,８００円 

３２,５００円 １８年度 

１９年度 

１９年度 

１９年度 

１８年度 

４０,９００円 

３２,５００円 

１８年度 

１８年度 

１９年度 

１９年度 

１９年度 

１８年度 

１８年度 

１９年度 

１８年度 

４０,９００円 

４０,９００円 

４４,８００円 

３６,９００円 

４９,２００円 

３６,９００円 

４９,２００円 

４４,８００円 

５３,２００円 

５３,２００円 

５７,１００円 

第４段階の人 

第1段階からの激変緩和対象者 

第２段階からの激変緩和対象者 

第３段階からの激変緩和対象者 

第1段階からの激変緩和対象者 

第２段階からの激変緩和対象者 

第３段階からの激変緩和対象者 

第４段階からの激変緩和対象者 

第５段階の人 

第６段階の人 

老齢福祉年金受給者で世帯全員が市町村民税非課税の人 

生活保護の受給者などの人 

世帯全員が市町村民税非課税で課税年金収入額と合計所得金額の

合計が８０万円以下の人 

世帯全員が市町村民税非課税で第２段階に該当しない人 

本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金額が２００万円以上の人 

世帯の誰かに市町村民税が課税されているが、 
本人が市町村民税非課税の人 

本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金額が２００万円未満の人 

※激変緩和対象者とは…平成１７年度の税制改正により、市町村民税非課税者から課税者となり、所得段階が上がった人に対して
　は、保険料負担の急増を避けるため、平成１８・１９年度は緩和措置を行うものです。 

■介護保険の財源 

65
歳
以
上
の 

人
の
保
険
料 

40
歳
以
上 

65
歳
未
満
の 

人
の
保
険
料 

赤
磐
市
の 

負
担
金 

利
用
者
の 

自
己
負
担
金 

国
・
県
の 

負
担
金 

保　険　料　５０% 公　　費　５０%

１９% ３１% １２.５% ３７.５%

＋ 
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4．保険料の納め方 

特別徴収…年金が年額１８万円以上の人は年金から天引きになります。 

普通徴収…特別徴収（年金天引き）以外の人は納付書で個別に納めます。 

　●保険料の年額が、年金の支払い月に年６回に分けて天引きになります。 
　●特別徴収の対象者として把握されると、おおむね６ヵ月後に年金から天引きされるようになります。 

　●保険料は、６５歳の誕生日の前日の属する月の分から納めていただきます。 
　　例えば・・・８月１日が６５歳の誕生日の人 ⇒ ７月分から納めます。 
　 ８月２日が６５歳の誕生日の人 ⇒ ８月分から納めます。 
 

４月 ６月 ８月 １０月 １２月 １９年２月 

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 

６月 

１期 

７月 

２期 

８月 

３期 

９月 

４期 

１０月 

５期 

１１月 

６期 

１２月 

７期 

１９年１月 

８期 

１９年２月 

９期 

１９年３月 

１０期 

４･６･８月は、市町村民税の確定が６月以降のため、
暫定での徴収になります。そのため、１８年２月
と同額になります。 

確定した年間の保険料額から仮徴収分を引き、
３回に分けて徴収します。 

仮徴収 本徴収 

■保険料を年度内１０期に分けて納めます。 

納付書で納める人は便利で確実な口座振替をご利用ください。 
取り扱い金融機関で「口座振替依頼書」に必要事項を記入し、申し込んでください。 

介護保険のサービスを利用するためには、介護が必要であると認定されなければなりません。 
市役所から介護を必要とする人の心身の状況などを調べるために訪問調査にうかがいます。 
介護保険のサービスを利用するためには、介護が必要であると認定されなければなりません。 
市役所から介護を必要とする人の心身の状況などを調べるために訪問調査にうかがいます。 



   【
三
月
三
十
一
日
付
け
】 

  

◇
渡
辺
勝
也
（
教
育
長
） 

  

◇
宮
原
雅
史
（
企
画
部
企
画
課
主

　
幹
兼
企
画
係
係
長
事
務
取
扱
） 

◇
川
埜
　
誠
（
教
育
委
員
会
社
会

　
教
育
課
主
幹
兼
人
権
教
育
係
係

　
長
事
務
取
扱
） 

  

◇
岸
田
美
佐
子
（
総
務
部
総
務
課

　
総
務
係
付
主
査
） 

◇
藤
森
光
子
（
総
務
部
税
務
課
資

　
産
税
係
主
査
） 

◇
藤
原
千
里
（
産
業
建
設
部
山
陽

　
ふ
れ
あ
い
公
園
管
理
事
務
所
所

　
長
兼
管
理
係
係
長
事
務
取
扱
） 

◇
故
引
幸
子
（
会
計
課
主
幹
兼
会

　
計
係
係
長
事
務
取
扱
） 

◇
花
房
邦
昭
（
赤
坂
支
所
市
民
生

　
活
課
参
事
兼
赤
坂
環
境
セ
ン
タ

　
ー
） 

◇
小
西
清
美
（
赤
坂
支
所
管
理
課

　
主
幹
兼
税
務
係
係
長
事
務
取
扱
） 

◇
藤
田
孝
恵
（
赤
坂
支
所
健
康
福

　
祉
課
保
健
係
係
長
） 

◇
原
　
綾
子
（
山
陽
北
幼
稚
園
教

　
諭
） 

◇
小
坂
昌
一
（
山
陽
学
校
給
食
セ

　
ン
タ
ー
所
長
兼
桜
が
丘
学
校
給

　
食
セ
ン
タ
ー
所
長
） 

◇
藤
本
照
江
（
山
陽
学
校
給
食
セ

　
ン
タ
ー
主
任
調
理
員
） 

◇
若
林
里
美
（
桜
が
丘
学
校
給
食

　
セ
ン
タ
ー
主
査
調
理
員
） 

◇
森
本
淑
恵
（
桜
が
丘
学
校
給
食

　
セ
ン
タ
ー
調
理
員
） 

◇
森
山
宮
子
（
熊
山
学
校
給
食
セ

　
ン
タ
ー
調
理
員
） 

◇
寺
尾
孝
代
（
豊
田
小
学
校
校
務

　
員
） 

◇
内
藤
紘
彦
（
市
立
熊
山
病
院
病

　
院
長
） 

◇
宗
延
佐
喜
子
（
市
立
熊
山
病
院

　
准
看
護
師
） 
 【

四
月
一
日
付
け
】 

  

◇
花
田
文
甫
　
教
育
長 

       

  

◇
岡
崎
将
丈
　
企
画
部
企
画
課
主

　
幹 

◇
坪
井
秀
樹
　
教
育
委
員
会
社
会

　
教
育
課
主
幹
兼
人
権
教
育
係
係

　
長
事
務
取
扱 

  

　
管
理
職
の
み
掲
載 

　（
　
）
内
は
前
職 

◇
真
野
卓
見
　
産
業
建
設
部
山
陽

　
ふ
れ
あ
い
公
園
管
理
事
務
所
所

　
長
兼
管
理
係
係
長
事
務
取
扱
（
総

　
務
部
国
体
推
進
室
室
長
兼
総
合

　
企
画
係
係
長
事
務
取
扱
兼
国
体

　
推
進
係
係
長
事
務
取
扱
） 

◇
福
島
　
勉
　
赤
坂
支
所
市
民
生

　
活
課
課
長
兼
生
活
環
境
係
係
長

　
事
務
取
扱
兼
赤
坂
環
境
セ
ン
タ

　
ー
所
長
（
赤
坂
支
所
市
民
生
活

　
課
課
長
兼
市
民
生
活
課
生
活
環

　
境
係
係
長
事
務
取
扱
） 

◇
藤
原
か
づ
江
　
石
相
保
育
園
園

　
長
（
軽
部
保
育
園
園
長
） 

◇
居
石
由
美
子
　
軽
部
保
育
園
園

　
長
（
笹
岡
保
育
園
園
長
） 

◇
間
野
明
子
　
笹
岡
保
育
園
園
長

　（
石
相
保
育
園
園
長
） 

◇
皿
井
輝
雄
　
熊
山
支
所
桜
が
丘

　
出
張
所
所
長
兼
桜
が
丘
い
き
い

　
き
交
流
セ
ン
タ
ー
事
務
所
所
長

　（
中
央
公
民
館
館
長
） 

◇
門
野
祗
得
　
吉
井
支
所
仁
堀
出

　
張
所
所
長
（
吉
井
公
民
館
副
館

　
長
兼
吉
井
図
書
館
館
長
兼
教
育

　
委
員
会
吉
井
分
室
室
長
） 

◇
篠
田
浅
美
　
周
匝
保
育
園
園
長

　（
佐
伯
北
保
育
園
園
長
） 

◇
荒
島
礼
子
　
黒
本
保
育
園
園
長

　（
周
匝
保
育
園
園
長
） 

◇
松
本
　
緑
　
佐
伯
北
保
育
園
園

　
長
（
仁
美
保
育
園
園
長
） 

◇
西
山
幸
恵
　
仁
美
保
育
園
園
長

　（
黒
本
保
育
園
園
長
） 

◇
平
尾
博
文
　
教
育
委
員
会
教
育

　
総
務
課
課
長
（
中
央
公
民
館
主

　
幹
） 

◇
池
本
桂
治
　
教
育
委
員
会
学
校

　
教
育
課
参
事
兼
指
導
係
係
長
事

　
務
取
扱
（
教
育
委
員
会
学
校
教

　
育
課
課
長
補
佐
兼
学
校
教
育
課

　
指
導
係
係
長
事
務
取
扱
） 

◇
宇
垣
匡
雅
　
教
育
委
員
会
社
会

　
教
育
課
参
事
兼
文
化
財
係
係
長

　
事
務
取
扱
（
教
育
委
員
会
社
会

　
教
育
課
主
幹
兼
文
化
財
係
係
長

　
事
務
取
扱
） 

◇
宮
岡
秀
樹
　
中
央
公
民
館
館
長

　（
熊
山
支
所
国
体
推
進
室
室
長

　
兼
国
体
係
係
長
事
務
取
扱
） 

◇
幡
山
寛
念
　
赤
坂
公
民
館
館
長

　
兼
赤
坂
図
書
館
館
長
兼
教
育
委

　
員
会
赤
坂
分
室
室
長
（
赤
坂
公

　
民
館
副
館
長
兼
赤
坂
図
書
館
館

　
長
兼
教
育
委
員
会
赤
坂
分
室
室

　
長
） 

◇
大
橋
幹
人
　
熊
山
公
民
館
館
長

　
兼
熊
山
図
書
館
館
長
兼
教
育
委

　
員
会
熊
山
分
室
室
長
（
熊
山
支

　
所
市
民
生
活
課
参
事
兼
市
民
生

　
活
課
生
活
環
境
係
係
長
事
務
取

　
扱
） 

◇
金
谷
将
弘
　
吉
井
公
民
館
館
長

　
兼
吉
井
図
書
館
館
長
兼
教
育
委

　
員
会
吉
井
分
室
室
長
（
吉
井
支

　
所
仁
堀
出
張
所
所
長
） 

◇
難
波
隆
伸
　
山
陽
学
校
給
食
セ

　
ン
タ
ー
所
長
兼
桜
が
丘
学
校
給

　
食
セ
ン
タ
ー
所
長
（
教
育
委
員

　
会
教
育
総
務
課
課
長
） 

◇
白
井
桂
子
　
ひ
か
り
幼
稚
園
園

　
長
（
桜
が
丘
幼
稚
園
園
長
） 

◇
伊
久
京
子
　
桜
が
丘
幼
稚
園
園

　
長
（
ひ
か
り
幼
稚
園
園
長
） 

◇
田
中
良
治
　
市
立
熊
山
病
院
病

　
院
長
（
市
立
熊
山
病
院
副
病
院

　
長
） 

  

◇
平
井
通
雄
　
市
立
熊
山
病
院
副

　
病
院
長 

◇
樫
本
　
純
　
企
画
部
企
画
課
企

　
画
係
主
事
補 

◇
友
實
佑
介
　
総
務
部
総
務
課
人

　
事
給
与
係
主
事
補 

◇
和
田
典
子
　
市
民
生
活
部
市
民

　
課
市
民
係
主
事
補 

◇
伊
藤
誠
二
　
企
画
部
財
務
課
管

　
財
係
主
事
補 

◇
槇
め
ぐ
み
　
吉
井
支
所
健
康
福

　
祉
課
保
健
係
保
健
師 

◇
太
田
夕
子
　
熊
山
支
所
健
康
福

　
祉
課
保
健
係
保
健
師 

◇
生
田
　
愛
　
赤
坂
支
所
健
康
福

　
祉
課
保
健
係
保
健
師 

◇
久
野
薫
衣
　
双
葉
幼
稚
園
教
諭

◇
吉
田
直
子
　
い
わ
な
し
幼
稚
園

　
教
諭 

◇
坂
口
靖
昌
　
桜
が
丘
幼
稚
園
教

　
諭 

◇
三
宅
恵
美
　
桜
が
丘
学
校
給
食

　
セ
ン
タ
ー
調
理
員 

◇
道
満
法
子
　
市
立
熊
山
病
院
看

　
護
師 
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退
　
　
任 

新
　
　
任 

新
規
採
用 

退
　
　
職 

岡
山
県
へ
復
帰 

岡
山
県
よ
り
派
遣
職
員 

異
　
　
動 

介護保険のサービスを利用するためには、介護が必要であると認定されなければなりません。 
市役所から介護を必要とする人の心身の状況などを調べるために訪問調査にうかがいます。 



●本庁代表 
　1086-955-1111 
●赤坂支所代表 
　1086-957-2222 
●熊山支所代表 
　108699-5-1211 
●吉井支所代表 
　1086-954-1111
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健
康
福
祉 

リ
フ
ト
タ
ク
シ
ー
券
の 

ご
利
用
に
つ
い
て 

吉
井
子
育
て
支
援 

セ
ン
タ
ー
へ
ど
う
ぞ 

障
害
者
作
業
所
に
通
所
さ

れ
て
い
る
障
害
者
に
奨
励

金
が
給
付
さ
れ
ま
す 

離
乳
食
講
習
会 

             

　
障
害
者
の
社
会
復
帰
の
促
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
作
業
所
へ

通
所
す
る
障
害
者
に
対
し
て
奨
励

金
が
給
付
さ
れ
ま
す
。 

対
象
者 

　
市
内
に
住
所
を
有
し
、
居
住
す

る
者
で
次
の
施
設
に
通
所
し
て
い

る
人 

¡

岡
山
県
精
神
障
害
者
共
同
作
業

　
所
設
置
運
営
要
綱
に
定
め
る
精

　
神
障
害
者
共
同
作
業
所 

¡

岡
山
県
心
身
障
害
者
地
域
福
祉

　
作
業
所
支
援
事
業
実
施
要
綱
に

　
定
め
る
心
身
障
害
者
地
域
福
祉

　
作
業
所 

奨
励
金
の
種
類 

　
施
設
通
所
に
か
か
る
交
通
費
お

よ
び
通
所
奨
励
金 

給
付
額（
交
通
費
） 

¡

公
共
機
関
を
利
用 

　
乗
車
賃
の
二
分
の
一
（
定
期
券

　
の
場
合
は
そ
の
二
分
の
一
） 

¡

自
動
車
・
原
付
自
転
車
を
利
用

　
通
所
距
離
に
よ
る 

給
付
金（
通
所
奨
励
金
） 

　
施
設
に
通
所
す
る
実
日
数
×
百

　
円 

問
い
合
わ
せ
先 

¡
本
庁
社
会
福
祉
課 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）１
１
１
５ 

¡

本
庁
保
健
福
祉
課
（
山
陽
保
健

　
セ
ン
タ
ー
） 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）１
１
１
７ 

     

　
離
乳
食
づ
く
り
の
基
礎
を
勉
強

し
ま
す
。
（
要
予
約
） 

日
　
時
　
五
月
十
六
日
（
火
） 

　
午
前
十
時
〜
十
一
時
三
十
分 

場
　
所
　
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ

　
ン
タ
ー
調
理
室 

対
象
者 

　
四
カ
月
〜
一
歳
五
カ
月
児
の
保

　
護
者
（
託
児
有
） 

定
　
員
　
先
着
十
五
人 

持
参
品
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
母
子
健
康
手
帳 

申
し
込
み
先 

　
熊
山
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
９
３ 

      

対
象
と
な
る
人 

　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
で
、

寝
た
き
り
な
ど
の
状
態
に
あ
り
、

車
い
す
用
の
リ
フ
ト
な
ど
を
装
備

し
た
福
祉
車
両
で
な
け
れ
ば
移
送

が
困
難
な
人
。 

交
　
付 

　
一
枚
三
千
円
の
チ
ケ
ッ
ト
を
年

間
十
二
枚
交
付
し
ま
す
。 

申
請
方
法 

　
左
記
窓
口
で
申
請
書
に
ご
記
入

い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
際
、
印
鑑

を
持
参
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
同
券
は
即
日
交
付
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先
　 

¡
本
庁
社
会
福
祉
課 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）１
１
１
５ 

¡
赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係 

　
1
０
８
６（
９
５
７
）４
８
２
２ 

¡
熊
山
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
９
３ 

¡
吉
井
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係 

　
1
０
８
６（
９
５
４
）１
３
７
４ 

  

                          

　
吉
井
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
市
内
の
未
就
園
児
と
そ
の
保

護
者
を
対
象
に
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
を
開
放
し
て
い
ま
す
。 

　
毎
週
水
曜
日
は
（
第
二
水
曜
日

は
ふ
れ
あ
い
交
流
会
・
第
四
水
曜

日
は
ひ
ば
り
会
）
親
子
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
五
月
十
七
日
（
水
）
に

は
、
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を 

計
画
し
て
い
ま
す
。
大
勢
の
皆
さ

ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
吉
井
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
（
周
匝
保
育
園
） 

　
1
０
８
６（
９
５
４
）１
１
３
３ 

 

　赤磐市では、市民と共に健康づくりを進めるため、市民の皆さんと学識
経験者などで構成する「赤磐市健康増進計画策定委員会」を設置するこ
とになりました。 
　岡山県が策定した「健康おかやま２１」を踏まえ、健康づくり活動がより
効果的に展開されるよう市民の皆さんと行政などが一体となって取り組
んでいくため、今後１０年間にわたる、赤磐市の健康増進に関する総合的
な行動計画を策定します。この計画策定に参加していただく皆さんのご
応募をお待ちしています。 

●応募資格／１８歳以上の赤磐市在住者で、平日の昼間に出席ができる人 
●募集人数／４人　　●任　期／平成１８年度 
●応募方法／任意の用紙に、「健康増進」に関する考えを８００字以内にま
　とめ、住所、氏名、年齢、電話番号、職業を記入し、市役所保健福祉課（山
　陽保健センター）へご提出ください。 
●募集期間／５月３１日（水）まで 
　※選考結果は、各個人あてに通知します。 
●申し込み・問い合わせ先 
　本庁保健福祉課健康指導係（山陽保健センター）　1０８６-９５５-１１１７ 
 

｢赤磐市健康増進計画｣の策定委員募集 
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国
保
・
年
金 

入
院
時
の
食
事
に
つ
い
て 

負
担
方
法
が
変
わ
り
ま
す 

『
国
民
年
金
』こ
ん
な
と
き

届
出
が
必
要
で
す
！ 

無
料
法
律
相
談 

心
配
ご
と
相
談 

      

　
国
民
年
金
制
度
は
、
国
内
に
居

住
す
る
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で

の
す
べ
て
の
人
に
加
入
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
加
入

す
る
人
の
種
別
は
、
次
の
三
種
類

に
分
か
れ
て
お
り
、
届
出
は
加
入

時
だ
け
で
な
く
、
種
別
が
変
わ
っ

た
と
き
に
も
必
要
で
す
。 

　
種
別
変
更
の
届
出
を
忘
れ
る
と
、

将
来
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な

っ
た
り
、
年
金
が
少
な
く
な
っ
た

り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

変
更
手
続
き
は
年
金
手
帳
を
添
え

て
、
そ
の
都
度
忘
れ
ず
に
し
ま
し

ょ
う
。 

【
国
民
年
金
の
加
入
種
別
】 

◆
第
一
号
被
保
険
者 

　
自
営
業
や
農
業
・
漁
業
の
人
と

そ
の
配
偶
者
、
二
十
歳
以
上
の
学

生
、
フ
リ
ー
タ
ー
、
無
職
の
人
な

ど
が
対
象
と
な
り
ま
す
。 

◆
第
二
号
被
保
険
者 

　
会
社
や
官
公
庁
に
お
勤
め
の
人
、

つ
ま
り
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に

加
入
し
て
い
る
人
が
対
象
と
な
り

ま
す
。 

◆
第
三
号
被
保
険
者 

　
第
二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
配
偶
者
が
対
象
と
な
り
ま

す
。 

【
種
別
変
更
と
な
る
ケ
ー
ス
】 

◆
第
一
号
被
保
険
者
と
な
る
ケ
ー
ス 

　
第
二
号
被
保
険
者
が
退
職
さ
れ

る
と
第
一
号
被
保
険
者
と
な
り
ま

す
。
（
第
三
号
被
保
険
者
に
な
る

場
合
を
除
く
。
）
そ
の
人
に
扶
養

さ
れ
て
い
た
第
三
号
被
保
険
者
が

い
る
場
合
、
そ
の
人
も
第
一
号
被

保
険
者
に
な
り
ま
す
。 

　
手
続
き
は
本
人
が
市
役
所
の
国

民
年
金
担
当
窓
口
で
。 

◆
第
二
号
被
保
険
者
に
な
る
ケ
ー
ス 

　
第
一
号
被
保
険
者
ま
た
は
第
三

号
被
保
険
者
が
就
職
し
て
厚
生
年

金
な
ど
に
加
入
す
る
と
第
二
号
被

保
険
者
と
な
り
ま
す
。 

　
届
け
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

◆
第
三
号
被
保
険
者
に
な
る
ケ
ー
ス 

　
第
二
号
被
保
険
者
が
退
職
し
て

被
扶
養
配
偶
者
に
な
る
場
合
や
、

配
偶
者
が
厚
生
年
金
な
ど
に
加
入

し
、
そ
の
人
に
扶
養
さ
れ
る
配
偶

者
な
ど
が
第
三
号
被
保
険
者
と
な

り
ま
す
。 

　
届
け
出
は
、
配
偶
者
の
勤
務
先

を
通
じ
て
社
会
保
険
事
務
所
へ
。 

     

　
四
月
一
日
か
ら
入
院
時
の
食
事

負
担
が
、
一
日
単
位
か
ら
一
食
単

位
に
変
更
さ
れ
ま
す
。 

               

問
い
合
わ
せ
先 

¡
本
庁
市
民
課
国
保
年
金
係 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）１
１
１
３ 

¡
赤
坂
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６（
９
５
７
）４
８
２
１ 

¡
熊
山
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
１
４ 

¡
吉
井
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６（
９
５
４
）１
１
８
３ 

  

   

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く

　
守
ら
れ
ま
す
。 

  

日
　
時
　
六
月
二
日
（
金
） 

　
午
後
一
時
〜
四
時 

場
　
所
　
山
陽
産
業
会
館
二
階 

　
ふ
る
さ
と
交
流
室 

相
談
員 

　
岡
山
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
　

　
奥
田
　
哲
也
／
賀
川
進
太
郎 

※
相
談
日
は
予
約
制
と
し
て
い
ま

　
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
相
談
時

　
間
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
（
相

　
談
時
間
は
一
人
約
三
十
分
、
予

　
約
人
数
は
一
日
最
大
十
二
人
） 

    

日
　
時
　
五
月
十
日（
水
） 

　
午
後
一
時
〜
三
時 

場
　
所
　
赤
磐
市
吉
井
会
館 

担
当
者 

　
窪
木
志
能
夫
／
花
谷
美
智
子 

問
い
合
わ
せ
先 

¡
吉
井
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６（
９
５
４
）１
１
８
３ 

¡
社
会
福
祉
協
議
会
吉
井
支
所 

　
1
０
８
６（
９
５
４
）２
５
３
３ 

相

談

 

加入や脱退などの届け出は、14日以内に届け出てください。 

他の市町村から転入したとき 
職場の健康保険をやめたとき 
職場の健康保険の被扶養者からはずれたとき 
子どもが生まれたとき（注） 
生活保護を受けなくなったとき 
他の市町村へ転出するとき 
職場の健康保険に加入したとき 
職場の健康保険の被扶養者になったとき 
国保の被保険者が死亡したとき（注） 
生活保護を受けるようになったとき 
出稼ぎなどで別の保険証が必要なとき 
修学のため子どもが他市町村に住むとき 
保険証をなくしたとき 

印鑑、転出証明書 
印鑑、健康保険資格喪失証明書 
印鑑、被扶養者資格喪失証明書 
印鑑、保険証、世帯主の通帳（郵便局以外） 
印鑑、保護廃止通知書 
印鑑、保険証 

印鑑、国保と職場の健康保険両方の保険証 
（後者が未交付の場合は、加入証明書） 

印鑑、保険証、申請者の通帳（郵便局以外） 
印鑑、保険証、保護決定通知書 
印鑑、保険証 
印鑑、保険証、在学証明書または学生証の写し 
印鑑、本人であるものを証明するもの 

こ　ん　な　と　き 区分 持　参　す　る　も　の 

加
　
入 

脱
　
退 

そ
の
他 

（注）子どもが生まれたとき、国保の被保険者が死亡したときにはそれぞれ出産育児一時金、葬祭
　　費が申請により支給されます。 

◎届け出の前に・・・ 
　職場を退職する場合でも、職場の健康保険を引き続き利用できる任意継続制度が
あります。また、家族の人で現在は国保に加入していても、生計維持や年間収入など
からみて職場の健康保険の被扶養者としての要件に該当する場合があります。詳しく
は、勤務先または健康保険証に記載された保険者にご確認ください。 

一般加入者 

９０日まで 

９０日以降 

７８０円 ２６０円 

６５０円 ２１０円 

５００円 １６０円 

３００円 １００円 

平成１８年３月まで 平成１８年４月から 

１日当たり １食当たり 

住民税非課
税世帯等 
（７０歳以上で
は低所得2の
人） 

７０歳以上で 
低所得1の人 

（過去１２ヶ月
の入院日数） 

国民健康保険 
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よ
ろ
ず
相
談 

募

集

 

山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園 

夏
季
限
定
プ
ー
ル 

ア
ル
バ
イ
ト
募
集 　赤磐市福田３２０番地の福田団地（３ＤＫ・木

造平屋）３戸で入居者の募集をします。 
●申込方法 
　入居申込書の内容を確認しますので、入居
申し込みは本人または家族の人が管轄する吉
井支所へご持参ください。 
※申込者多数の場合は抽選となります。 
※入居要件については本庁建設課または支
　所産業建設課へ問い合わせください。 
●募集期間 
　５月１５日（月）～５月２４日（水）   
●問い合わせ・申し込み先 
　　吉井支所産業建設課 
　　　　　　　1０８６-９５４-１３６６ 

特
設
人
権
相
談 

人
権
・
行
政
相
談 

  【
熊
山
地
域
】 

日
　
時 

¡

五
月
十
二
日
（
金
） 

　
午
前
十
時
〜
正
午 

¡

五
月
十
九
日
（
金
） 

　
午
後
一
時
〜
三
時 

¡

六
月
二
日
（
金
） 

　
午
前
十
時
〜
正
午 

場
　
所
　 

　
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー 

相
談
内
容
お
よ
び
担
当
者 

¡

五
月
十
二
日
（
金
） 

　
【
心
配
ご
と
】
森
定
　
温
知 

　
【
人
　
　
権
】
仲
川
　
　
翠 

　
【
行
　
　
政
】
射
矢
　
昌
美 

¡

五
月
十
九
日
（
金
） 

　
【
心
配
ご
と
】
佐
藤
　
禮
子 

　
　
　
　
　
　
　
津
田
　
忠
彦 

　
【
人
　
　
権
】
和
気
　
宏
昌 

¡

六
月
二
日
（
金
） 

　
【
心
配
ご
と
】
佐
々
木
玲
子 

　
【
人
　
　
権
】
勝
山
　
秀
世 

　
　
　
　
　
　
　
和
気
　
宏
昌 

　
　
　
　
　
　
　
仲
川
　
　
翠 

　
【
行
　
　
政
】
射
矢
　
昌
美 

問
い
合
わ
せ
先 

¡

市
社
会
福
祉
協
議
会
熊
山
支
所 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）２
３
３
６ 

¡

熊
山
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
１
４ 

 【
吉
井
地
域
】 

日
　
時
　
五
月
十
七
日
（
水
） 

　
午
前
十
時
〜
三
時 

　
（
身
体
障
害
・
知
的
障
害
・
心

　
配
ご
と
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
、

　
午
後
一
時
〜
三
時
ま
で
） 

場
　
所
　
赤
磐
市
吉
井
会
館 

相
談
内
容
お
よ
び
担
当
者 

　
【
人
　
　
権
】
戸
川
　
正
美 

　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
和
也 

　
　
　
　
　
　
　
浦
上
　
　
徹 

　
【
法
　
　
律
】
岡
山
弁
護
士
会 

　
【
年
　
　
金
】
　 

　
　
　
岡
山
東
社
会
保
険
事
務
所 

　
【
児
　
　
童
】
　 

　
　
　
岡
山
中
央
児
童
相
談
所 

　
【
身
体
障
害
】
松
下
　
一
行 

　
【
知
的
障
害
】
岡
本
　
孝
哉 

　
【
心
配
ご
と
】
沼
本
　
享
子 

　
　
　
　
　
　
　
篠
田
　
哲
男 

※
法
律
相
談
・
児
童
相
談
は
予
約

　
が
必
要
で
す
。 

   【
吉
井
地
域
】 

日
　
時
　
六
月
一
日
（
木
） 

　
午
前
十
時
〜
午
後
三
時 

場
　
所 

　
仁
美
農
村
振
興
セ
ン
タ
ー 

相
談
内
容
お
よ
び
担
当
者 

　
【
人
　
権
】
戸
川
正
美 

　
　
　
　
　
　
井
上
和
也 

　
　
　
　
　
　
浦
上
　
徹 

問
い
合
わ
せ
先 

　
吉
井
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６（
９
５
４
）１
１
８
３ 

  【
山
陽
地
域
】 

日
　
時
　
六
月
一
日
（
木
） 

　
午
前
十
時
〜
午
後
三
時 

場
　
所 

　
本
庁
二
階
　
中
会
議
室 

相
談
内
容
お
よ
び
担
当
者 

　
【
人
　
権
】
長
光
　
　
惠 

　
　
　
　
　
　
田
代
　
邦
彦 

　
　
　
　
　
　
吉
永
　
佳
子 

　
　
　
　
　
　
　
形
　
美
枝
　 

　
　
　
　
　
　
光
田
　
　
功 

　
【
行
　
政
】
丸
尾
　
　
壽 

※
相
談
日
は
予
約
制
と
し
て
い
ま

　
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
で

　
相
談
時
間
を
予
約
し
て
く
だ
さ

　
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
市
民
課
人
権
啓
発
係 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）１
１
１
４ 

 【
赤
坂
地
域
】 

日
　
時
　
六
月
一
日
（
木
） 

　
午
前
十
時
〜
午
後
三
時 

場
　
所 

　
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
　 

相
談
内
容
お
よ
び
担
当
者 

　
【
人
　
権
】
大
野
　
是
彰 

　
　
　
　
　
　
小
谷
　
良
正 

　
　
　
　
　
　
周
藤
　
光
信 

　
【
行
　
政
】
常
安
　
克
之 

問
い
合
わ
せ
先 

　
赤
坂
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６（
９
５
７
）４
８
２
１ 

                       

募
集
人
員
　
若
干
名 

勤
務
内
容 

　
監
視
・
受
付
・
清
掃
な
ど 

勤
務
時
間 

¡

平
日
Ａ
…
午
前
九
時
〜
午
後
一

　
時 

¡

平
日
Ｂ
…
午
後
一
時
〜
五
時 

¡

平
日
Ｃ
…
午
後
六
時
〜
九
時
三 

　
十
分 

¡
日
曜
日
…
午
前
八
時
三
十
分
〜 

　
午
後
五
時 

時
　
給
　
七
百
七
十
円 

条
　
件 

q
十
八
歳
以
上
で
二
十
五
　
以
上 

　
泳
げ
る
人 

w
平
日
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
時
間
帯
お
よ
び

　
日
曜
日
に
勤
務
で
き
る
人 

e
性
別
・
経
験
は
問
い
ま
せ
ん 

応
募
方
法 

　
市
販
の
履
歴
書
に
記
入
し
、
山 

陽
ふ
れ
あ
い
公
園
管
理
事
務
所
に 

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
郵
送
可
） 

受
付
期
間 

　
五
月
十
日
（
水
）
〜
五
月
三
十

　
一
日
（
水
） 

問
い
合
わ
せ
・
送
付
先 

　
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
管
理
事
務
所 

　
〒
７
０
９
―
０
８
３
２ 

　
赤
磐
市
正
崎
一
三
六
八 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）４
４
３
２ 

 

 

メ
ー 

ト
ル 
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無
事
故･

無
違
反 

チ
ャ
レ
ン
ジ
200
日
募
集  

市
指
定
給
水
装
置
工
事 

事
業
者
の
指
定
申
請 

　

税

　

 
お
知
ら
せ 

鳥
類
飼
養 

実
態
調
査
に
つ
い
て 

納期限 

税　目 
固
定
資
産
税 

市

県

民

税

 

軽
自
動
車
税 

国

民

健

康

 

保

険

税

 

水
利
地
益
税 

4 月  

5 月  

6 月  

7 月  

8 月  

9 月  

1 0 月  

1 1 月  

1 2 月  

1 月  

2 月  

3 月 

 

1 期  

 

2 期  

 

3 期  

 

4 期  

 

 

1 期  

 

 

2 期  

 

 

全期  

 

 

 

 

1 期  

 

2 期  

 

3 期  

 

4 期  

 

 

 

1 期  

2 期  

3 期  

4 期  

5 期  

6 期  

7 期  

8 期  

 

市
下
水
道
排
水
設
備 

指
定
工
事
店
の
指
定
申
請 

税
は
期
限
内
に 

納
め
ま
し
ょ
う 

「
ア
ダ
プ
ト
」
で
き
れ
い
な

町
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
？ 

ア
ダ
プ
ト
団
体
を
募
集 

   

　
一
チ
ー
ム
十
人
で
交
通
安
全
無

事
故
無
違
反
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。 

募
集
期
間
　
五
月
一
日
（
月
）
〜

　
六
月
九
日
（
金
） 

申
し
込
み
先 

　
赤
磐
警
察
署
交
通
課 

　
1
０
８
６（
９
５
２
）０
０
２
９ 

※
申
込
書
は
赤
磐
警
察
署
・
本
庁

　
生
活
環
境
課
・
各
支
所
市
民
生

　
活
課
に
あ
り
ま
す
。 

          

　
排
水
設
備
工
事
を
行
う
事
業
者

と
し
て
、
下
水
道
排
水
設
備
指
定

工
事
店
の
指
定
申
請
（
新
規
・
更

新
）
を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
し

ま
す
。 

受
付
期
間
　
六
月
一
日
〜
六
月
三

　
十
日
ま
で
（
土
・
日
除
く
午
前

　
八
時
三
十
分
〜
午
後
五
時
） 

申
請
受
付
場
所 

　
本
庁
下
水
道
課
管
理
係 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）２
９
４
２ 

 

   

　
給
水
装
置
工
事
を
行
う
事
業
者

と
し
て
、
市
の
指
定
を
受
け
よ
う

と
す
る
事
業
者
の
指
定
申
請
を
、

次
の
と
お
り
受
付
し
ま
す
。 

受
付
期
間
　
六
月
一
日
〜
六
月
三

　
十
日
ま
で
（
土
・
日
除
く
午
前

　
八
時
三
十
分
〜
午
後
五
時
） 

申
請
受
付
場
所 

¡
本
庁
水
道
課
工
務
係 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）２
７
４
４ 

¡

赤
坂
支
所
上
下
水
道
課
水
道
係 

　
1
０
８
６（
９
５
７
）４
８
２
６ 

¡

熊
山
支
所
上
下
水
道
課
水
道
係 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
９
７ 

¡

吉
井
支
所
上
下
水
道
課
水
道
係 

　
1
０
８
６（
９
５
４
）１
１
１
５ 

     

　
茨
城
県
お
よ
び
埼
玉
県
で
高
病

原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
弱
毒

タ
イ
プ
（
Ｈ
５
Ｎ
２
亜
型
）
の
発

生
、
ま
た
、
海
外
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
中
心
と
し
て
強
毒
タ
イ
プ
（
Ｈ

５
Ｎ
１
亜
型
）
の
発
生
が
続
い
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
岡
山
県

内
で
発
生
し
た
場
合
に
迅
速
な
防

疫
体
制
を
と
る
た
め
、
次
の
と
お

り
鳥
類
の
飼
養
実
態
調
査
を
行
い

ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
鳥
類
を
飼
わ
れ
て
い
る
人
は
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
鳥
の

種
類
お
よ
び
羽
数
を
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。 

報
告
期
限
　
五
月
三
十
一
日
（
水
） 

連
絡
先 

¡

本
庁
産
業
振
興
課 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）６
１
７
５ 

¡

赤
坂
支
所
産
業
建
設
課 

　
1
０
８
６（
９
５
７
）４
８
２
４ 

¡

熊
山
支
所
産
業
建
設
課 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
１
７ 

¡

吉
井
支
所
産
業
建
設
課 

　
1
０
８
６（
９
５
４
）１
３
１
９ 

      

　
「
ア
ダ
プ
ト
」
と
は
養
子
縁
組

と
い
う
意
味
で
す
。
私
た
ち
の
身

近
な
道
路
や
河
川
な
ど
を
自
分
た

ち
の
養
子
の
よ
う
に
世
話
を
し
て
、

き
れ
い
な
町
づ
く
り
に
参
加
し
ま

せ
ん
か
。 

問
い
合
わ
せ
先 

¡

本
庁
生
活
環
境
課 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）５
３
４
７ 

¡

赤
坂
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６（
９
５
７
）４
８
２
３ 

¡

熊
山
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
１
４ 

¡

吉
井
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６（
９
５
４
）１
１
８
３ 

      

　
確
定
申
告
も
終
わ
り
、
五
月
か

ら
平
成
十
八
年
度
の
市
税
の
納
付

が
始
ま
り
ま
す
。 

　
市
税
の
納
期
は
、
税
金
を
納
付

し
や
す
く
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
納
期
限
を

過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い
場
合
に
は

督
促
状
を
、
さ
ら
に
は
催
告
書
を

送
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
措
置
は
、
納
期
限
内

に
納
付
し
た
人
と
の
不
公
平
を
な

く
す
た
め
に
行
う
も
の
で
す
が
、 

そ
れ
ら
の
費
用
は
、
皆
さ
ん
の
貴

重
な
税
金
か
ら
支
出
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

　
市
税
を
有
効
に
使
う
た
め
に
も 

納
期
限
内
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。 

　
な
お
、
固
定
資
産
税
と
市
県
民

税
に
は
、
一
期
の
納
期
内
に
一
年

分
を
一
括
納
付
す
る
「
全
期
前
納
」

を
さ
れ
ま
す
と
、
前
納
報
奨
金
制

度
に
よ
る
割
引
が
あ
り
ま
す
。 
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18年3月中 

17年3月中 

増 減  

18年3月末 

17年3月末 

増 減  

101 

132 

－31 

260 

371 

－111

35 

39 

－4 

84 

104 

－20

1 

0 

1 

2 

2 

0

3 

6 

－3 

13 

11 

2

47 

52 

－5 

101 

134 

－33

66 

93 

－27 

176 

267 

－91

総件数 区分 
年 

人身 
件数 

死亡 
者数 

重傷 
者数 

軽傷 
者数 

物損 
件数 

●平成18年赤磐市交通事故発生状況（3月） 

    

　
身
体
・
精
神
に
障
害
の
あ
る
人

が
通
学
・
通
院
・
通
所
・
生
業
の

た
め
に
使
用
す
る
軽
自
動
車
に
つ

い
て
は
、
そ
の
障
害
の
等
級
に
よ

り
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す

（
た
だ
し
、
自
動
車
税
を
減
免
さ

れ
て
い
る
人
は
軽
自
動
車
税
の
減

免
を
申
請
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
） 

　
該
当
す
る
人
は
、
納
税
通
知
書

到
達
後
、
次
の
と
お
り
本
庁
税
務

課
・
各
支
所
管
理
課
で
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

減
免
対
象
者 

¡

軽
自
動
車
を
所
有
す
る
人
で
、

　
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
精
神

　
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
な
ど
を

　
持
っ
て
い
る
人
（
等
級
に
よ
っ

　
て
は
該
当
に
な
ら
な
い
こ
と
も

　
あ
り
ま
す
） 

¡

身
体
障
害
者
等
と
生
計
を
一
に

　
し
て
い
る
人
で
軽
自
動
車
を
常

　
時
介
護
に
使
用
し
て
い
る
人
（
た

　
だ
し
、
車
の
所
有
者
は
原
則
身

　
体
障
害
者
等
本
人
） 

申
請
期
限 

　
五
月
二
十
四
日
（
水
） 

申
請
に
必
要
な
書
類 

¡

平
成
十
八
年
度
軽
自
動
車
税
納

　
税
通
知
書 

¡

印
鑑 

¡

運
転
免
許
証 

¡

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
精
神

　
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
な
ど 

¡

車
検
証
（
車
検
が
あ
る
車
） 

 

　
そ
の
他
わ
か
り
に
く
い
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
本
庁
税
務
課
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
税
務
課
市
民
税
係 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）０
９
５
１ 

 

平
成
十
八
年
度 

軽
自
動
車
税
減
免
申
請
の 

時
期
が
き
ま
す 

―韓国文化サロン― ―韓国文化サロン― 

第3回通学区域検討委員会 
開催のお知らせ 

第3回通学区域検討委員会 
開催のお知らせ 

●パスワードは、容易に推測できるものを避け、定
　期的に変更しましょう。 
●ID・パスワード、クレジットカード番号などの個
　人情報はむやみに入力しないようにしましょう。 
●使用しているOSやソフトウェアは、最新のセキ
　ュリティパッチを適用しましょう。 
●ウイルス対策ソフトを導入し、常に最新の状態に
　更新しましょう。 

インターネットの世界でもルールと常識
を守り、責任ある行動をしましょう。 

インターネットを 
利用する際の注意点 

［相談窓口］¡赤磐警察署　1０８６-９５２-００４９ 
¡県 警 本 部　1０８６-２３４-０１１０ 

！ 

　赤磐市国際交流協会では、身近になった韓国につい
て楽しく理解を深める講演会を開催します。衣装の展示
やお茶とお菓子の試食もあり、どなたでも参加できます。 

　◇日　時　５月１４日（日） 午後２時～３時３０分 
　◇場　所　中央公民館３階展示講座室 
　◇講　師　岡山県国際交流員 
　　　　　　尹　瑜珍（ユン・ユジン）さん 
　◇参加料　無　料 
　◇問い合わせ・申し込み先 
　　５月９日（火）までにお申し込みください。 
　　赤磐市国際交流協会事務局（本庁企画課） 
　　1０８６-９５５-２６９２ ▲写真右側が講師の尹さん 
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日　時：5月24日（水） 午後1時30分～ 
場　所：赤磐市立中央公民館3階講座室 
担当課：赤磐市教育委員会学校教育課 
電　話：086-955-0972

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１　通学区域制度 

２　見直しのあり方 

３　通学区域以外の学校選択 

４　学校選択の観点 

１　通学区域制度（地域別） 

２　見直しのあり方（地域別） 

３　通学区域以外の学校選択（地域別） 

４１.３％ ３９.９％ １８.８％ 

２０.８％ ６６.９％ 

８.４％ 

４.２％ 

１１.７％ 

４１.５％ ２７.６％ １５.０％ 

３.９％ 

総計 

総計 

保護者 

総計 

見直す必要はない 見直す必要がある 分からない 

通学区域そのものを変える 全く自由にする 
選択制を導入する 

ぜひしたい 分からない 
できればしたい 

あまりしようとは思わない 
全くしようと思わない 

分からない 

学校の行事や活動等 
施設や環境 
学校までの距離 
児童・生徒数 
現在の通学区域 
友達関係 
学校の教育方針や校風 
教職員 
その他 

見直す必要はない 見直す必要がある 分からない 

通学区域そのものを変える 全く自由にする 
選択制を導入する 

ぜひしたい 分からない 
できればしたい 

あまりしようとは思わない 
全くしようと思わない 

分からない 

桜が丘東地域 

吉井中学校区 

磐梨中学校区 

赤坂中学校区 

桜が丘中学校区 

高陽中学校区 

桜が丘東地域 

吉井中学校区 

磐梨中学校区 

赤坂中学校区 

桜が丘中学校区 

高陽中学校区 

桜が丘東地域 

吉井中学校区 

磐梨中学校区 

赤坂中学校区 

桜が丘中学校区 

高陽中学校区 

―韓国文化サロン― 

第3回通学区域検討委員会 
開催のお知らせ 

第3回通学区域検討委員会 
開催のお知らせ 

第3回通学区域検討委員会 
開催のお知らせ 

　現在赤磐市では、合併により旧町境が無くなったことに伴い、通学区域検討委員会を設置し、赤磐市にお
ける通学区域（学区）制度の見直しを行っています。 
　この調査は、通学区域検討委員会で検討していく上で、保護者や教職員の皆さんの意向を把握するた
めに行ったものです。 

【調査対象】赤磐市内の私立保育園１０園、公立保育園７園、公立幼稚園９園、
公立小学校１２校、公立中学校５校の保護者全員と教職員全員 

【調査方法】各園、小中学校を通して、配布・回収 
【調査期間】２月２２日（水）～２月２８日（火） 
【回 収 率】対象者数合計…５,２９５人／回答者数…４,１２２人／回収率…７７.８％ 
 

（％） 

19.3

42.4

67.6

8.0

25.0

43.4 43.4

14.9

2.4

三つ以内選択 
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このコーナーでは、 
皆さんからの投稿を 
お待ちしています。 

企画課公聴広報係  1０８６－９５５－２６９２ 
 

普
通
救
命
講
習
会
開
催
 

「
夜
」
 

™

轟
音
に
夜
空
を
あ
お
ぎ
機
影
追
う
 

™

物
音
に
き
き
耳
た
て
る
一
人
の
夜
 

™

旅
立
ち
に
眠
れ
ぬ
儘
に
夜
が
明
け
る
 

™

真
夜
中
に
救
急
隣
で
音
が
消
え
 

™

母
と
娘
の
枕
が
並
ぶ
里
が
え
り
 

™

就
寝
時
明
日
の
目
覚
め
を
祈
る
老
い
 

™

酒
場
の
隅
で
男
い
の
ち
を
洗
う
夜
 

「
結
ぶ
」
 

™

ゴ
ー
ル
イ
ン
や
っ
と
結
べ
た
赤
い
糸
 

™

貸
借
で
結
ぶ
友
情
ほ
つ
れ
行
く
 

™

ス
ピ
ー
チ
は
無
理
し
て
結
ぶ
褒
め
こ
と
ば
 

™

結
び
目
を
確
か
め
あ
っ
て
も
う
六
十
 

™

結
び
目
が
ゆ
る
ん
で
愛
が
外
へ
も
れ
 

™

左
手
を
副
え
て
絆
を
結
ぶ
友
 

川
柳
く
ま
や
ま
 

 光
山
　
悦
子
 

大
岩
　
歌
子
 

小
野
　
房
子
 

松
田
　
牧
子
 

小
山
ふ
じ
え
 

中
山
　
亮
一
 

中
永
　
智
遊
 

 佐
藤
　
禮
子
 

藤
森
と
し
お
 

長
谷
川
至
外
余
 

冲
　
百
合
子
 

立
石
ま
ち
子
 

内
藤
み
よ
の
 

 

ご
う
お
ん 

　
赤
磐
市
と
瀬
戸
町
内
に
在
住
・
在
勤

さ
れ
て
い
る
人
を
対
象
に
普
通
救
命
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

【
開
催
日
時
】
 

　
毎
月
第
四
日
曜
日
 

　
午
前
九
時
〜
正
午
 

【
場
　
所
】
 

¡
五
月
二
十
八
日
・
八
月
二
十
七
日
・
十

　
一
月
二
十
六
日
・
二
月
二
十
五
日（
本

　
署
会
議
室
） 

¡
六
月
二
十
五
日
・
九
月
二
十
四
日
・
十

　
二
月
二
十
四
日
・
三
月
二
十
五
日（
南

　
出
張
所
研
修
室
） 

¡
七
月
二
十
三
日
・
十
月
二
十
二
日
・
一

　
月
二
十
八
日（
北
出
張
所
研
修
室
） 

【
受
付
期
限
】 

　
該
当
月
の
十
日
ま
で
 

【
受
講
定
員
】 

　
十
人
程
度
 

【
受
講
申
込
方
法
】
　
　
　
 

　
住
所
、氏
名
、年
齢
、性
別
、連
絡
先
を

明
記
の
上
、電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
ｅ
メ
ー

ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

【
受
講
料
】 

　
無
　
料
 

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
〒
7
0
9
―
0
8
1
7
　
 

　
赤
磐
市
上
市
一
〇
八
ノ
一
 

　
赤
磐
消
防
署
　
救
急
係
 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）２
２
４
４
 

　
6
０
８
６（
９
５
５
）７
６
７
３
 

　keibou@
akaiw

a-syoubou.or.jp

石
綿（
ア
ス
ベ
ス
ト
）健
康
被
害
 

救
済
制
度
が
ス
タ
ー
ト
 

☆
救
済
給
付
が
受
け
ら
れ
る
人
 

　
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
り
中
皮
腫
や
肺
が
ん
に
な
ら
れ
た
人
と
こ
の
制
度
の

施
行
前
に
こ
れ
ら
疾
病
に
起
因
し
て
死
亡
さ
れ
た
人
の
ご
遺
族
に
対
し

て
「
救
済
給
付
」
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

※
こ
の
制
度
の
施
行
後
に
、こ
れ
ら
の
疾
病
に
起
因
し
て
死
亡
さ
れ
た
 

 

 

 

 

 

 

 

　
場
合
、生
前
に
認
定
の
申
請
が
行
わ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、救
済
給
付
は

　
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
現
在
、ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
中
皮
腫
や
肺
が
ん
に

　
か
か
っ
て
い
る
人
は
至
急
に
申
請
を
お
勧
め
し
ま
す
。
 

☆
救
済
給
付
の
内
容
と
給
付
額
 

◇
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
中
皮
腫
や
肺
が
ん
と
認
定
さ
れ
た
人
へ
の
給
付
 

　
医
療
費（
自
己
負
担
分
）　
¡
療
養
手
当（
月
額
約
十
万
円
） 

　
¡
葬
祭
料（
約
二
十
万
円
） 

◇
こ
の
制
度
の
施
行
前
に
死
亡
さ
れ
た
人
の
ご
遺
族
へ
の
給
付
 

　
¡
特
別
遺
族
弔
慰
金（
二
百
八
十
万
円
） 

　
¡
特
別
葬
祭
料（
約
二
十
万
円
） 

◇
そ
の
他
の
給
付
 

　
¡
救
済
給
付
調
整
金
 

◇
相
談
窓
口
 

　
¡
独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構
 

 
　
1
０
１
２
０（
３
８
９
）９
３
１〈
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
〉 

　
¡
環
境
省
中
国
四
国
事
務
所（
岡
山
） 

　
　
1
０
８
６（
２
２
３
）１
５
８
１
 

　
¡
岡
山
県
医
薬
安
全
課
 

　
　
1
０
８
６（
２
２
６
）７
３
３
９
 

　
ま
た
は
最
寄
り
の
保
健
所
 

※
労
働
者
の
ご
遺
族
で
時
効
に
よ
り
労
災
保
険
法
に
基
づ
く
遺
族
補

　
償
給
付
の
支
給
を
受
け
る
権
利
が
消
滅
し
た
人
に
対
し
て
「
特
別

　
遺
族
年
金
」「
特
別
遺
族
一
時
金
」
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

◇
相
談
窓
口
 

　
¡
岡
山
労
働
基
準
監
督
署
 

　
　
1
０
８
２（
２
２
５
）０
５
９
１
 

★
お
知
ら
せ
 

　
読
者
の
ペ
ー
ジ
の
俳
句
・

短
歌
・
川
柳
は
応
募
者
が
多

数
の
た
め
紙
面
の
都
合
で
平

成
十
八
年
度
は
、
会
で
一
回
（
一

人
一
句
）
の
掲
載
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
会
の
人
数

が
多
い
場
合
は
二
回
に
分
け

て
の
掲
載
と
な
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

労
災
補
償
の
対
象
と
な
ら
な
い
人
に
対
す
る
救
済
給
付
に
つ
い
て
 



小松菜の蒸しケーキ 

熊　山　支　部 

栄養
委員
の 

　
四
月
十
二
日
、
若
草
幼
稚
園

と
双
葉
幼
稚
園
の
入
園
式
が
、

若
草
幼
稚
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

桜
舞
い
散
る
通
園
路
を
家
族
に

手
を
引
か
れ
行
く
姿
が
ほ
の
ぼ

の
と
春
を
感
じ
ま
し
た
。
 

●
今
月
の
表
紙 
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　野菜を使っておやつを作ってみませんか。 
 
◆材料（２０cmのパウンドケーキ型１本分） 
　［A］ 
　¡小松菜（葉の部分） ５０ｇ 
　¡卵 ２個　　¡サラダ油 大さじ１・１/２  
　¡プレーンヨーグルト 大さじ１・１/２ 
　¡砂糖 大さじ２・１/２ 
　¡レモン汁 大さじ１・１/２ 
　［B］ 
　¡小麦粉 ７０ｇ　　¡重曹 小さじ１/２ 
　¡ベーキングパウダー 大さじ１/２  
◆作り方 
　q小松菜はざく切りにして、Ａの材料を１度
　　にミキサーにかける。 
　wＢの小麦粉・ベーキングパウダー・重曹を
　　合わせ、よくふるっておく。 
　ewにqを少しずつ流し入れ、粉っぽさが
　　なくなるように混ぜる。 
　r型にうすく油をぬり小麦粉をふりeを入
　　れる。 
　t蒸気のあがった蒸し器に入れ、１５～２０分
　　強火で蒸す。 
 
　野菜、特に緑黄色野菜はお子様が苦手なこ
とが多いようです。でもこのようにケーキに
混ぜ込んでおやつとして出してあげれば、不
足しがちな野菜も手軽に摂れます。 
　また、お母さんの愛情こもった手作りおや
つはお子様の情緒を育てるのにも最適です。 
 

あ
の
感
動
を
再
び
！
 

「
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
国
体
」
の
 

報
告
書（
記
念
誌
）・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
完
成
 

赤
磐
市
山
陽
地
域
 

射
撃
大
会
結
果
 

和
気
鵜
飼
谷
温
泉
屋
内
温
水
プ
ー
ル
 

ご
利
用
の
お
知
ら
せ
 

　
三
月
十
九
日（
日
）、備
前
射
撃
場
で
赤
磐
市

山
陽
地
域
の
射
撃
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
大
会
は
、射
撃
技
術
の
向
上
、銃
器
の
安

全
技
術
の
訓
練
を
目
的
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で

す
。
 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
） 

 

¡

優
　
勝
　
福
安
秀
雄（
桜
が
丘
西
３
丁
目
） 

¡

準
優
勝
　
篠
原
康
人（
桜
が
丘
西
７
丁
目
） 

¡

第
三
位
　
藤
原
輝
雄（
尾
谷
） 

¡

第
四
位
　
本
徳
　
彦（
沼
田
） 

¡

第
五
位
　
遠
藤
国
夫（
岩
田
） 

¡

第
六
位
　
本
並
宜
男（
山
陽
６
丁
目
） 

¡

第
七
位
　
国
定
敬
一（
日
古
木
） 

　
昨
年
、市
民
総
参

加
で
開
催
し
、
大
成

功
を
収
め
て
閉
幕
し

た
「
晴
れ
の
国
お
か

や
ま
国
体
」
。こ
の
ほ

ど
、
市
内
で
開
催
さ

れ
た
正
式
種
目
各
競

技
会
の
様
子
を
ま
と

め
た
報
告
書（
記
念
誌
）・

Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
完
成
し
ま

し
た
。
お
近
く
の
図

書
館
で
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。
 

　
赤
磐
市
・
備
前
市
・
和

気
町
で
構
成
さ
れ
る
和

気
北
部
衛
生
施
設
組
合

の
関
連
施
設
で
あ
る
和

気
鵜
飼
谷
温
泉
屋
内
温

水
プ
ー
ル
が
四
月
一
日

か
ら
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま

す
。
 

　
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

 問
い
合
わ
せ
先
 

　
和
気
鵜
飼
谷
温
泉
 

　
1
０
８
６
９（
９
２
） 

　
　
　
　
　
９
０
０
１
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第
十
九
回
城
山
公
園
ま
つ
り 

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動 

　
四
月
九
日
（
日
）
、
吉
井
城
山
公
園
で
「
第

十
九
回
城
山
公
園
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
、
桜

が
満
開
の
中
、
快
晴
の
天
候
に
恵
ま
れ
て
朝

か
ら
た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

　
会
場
で
は
、
踊
り
や
太
鼓
な
ど
の
郷
土
芸

能
の
披
露
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
や
宝
探
し
、

飛
脚
ゲ
ー
ム
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
各
テ
ン
ト
で
は
、
お
茶
席
、
お
で
ん
、
焼

き
そ
ば
、
わ
た
が
し
な
ど
が
出
店
さ
れ
、
た

く
さ
ん
の
家
族
連
れ
が
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
今
年
は
稲
富
流
を
継
承
す
る
岡
山

城
鉄
砲
隊
が
ま
つ
り
に
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、

見
事
な
火
縄
銃
の
演
舞
を
披
露
。
大
い
に
会

場
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

　
四
月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
十
日
間
、

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
県
下
一
斉
に
展

開
さ
れ
ま
し
た
。 

　
初
日
行
事
と
し
て
、
六
日
、
山
陽
交
番
前

で
街
頭
啓
発
を
行
い
、
そ
の
後
、
白
バ
イ
を

先
頭
に
市
内
を
広
報
し
て
回
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー

に
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

　
四
月
か
ら
、
黄
色
い
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー

を
付
け
た
新
一
年
生
が
慣
れ
な
い
道
を
登
下

校
し
て
い
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
は
優
し
い
運

転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

青
年
海
外
協
力
隊
員
が
表
敬
訪
問 

　
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
青
年
海
外
協

力
隊
平
成
十
七
年
度
第
三
次
隊
の
藤
原
勤
也
さ
ん

（
大
苅
田
）
が
出
発
あ
い
さ
つ
の
た
め
、
市
役
所

に
荒
嶋
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。 

　
藤
原
さ
ん
は
、
ア
フ
リ
カ
中
央
部
の
ブ
ル
キ
ナ

フ
ァ
ソ
に
二
年
間
派
遣
さ
れ
、
ボ
ボ
ド
ゥ
ラ
ッ
ソ

の
路
上
生
活
児
保
護
セ
ン
タ
ー
で
ス
ト
リ
ー
ト
チ

ル
ド
レ
ン
指
導
員
と
し
て
勤
務
さ
れ
ま
す
。 

　
「
長
年
志
望
し
て
い
た
夢
が
か
な
っ
た
の
で
、

言
葉
の
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
精
一
杯
国
づ
く
り

に
貢
献
し
た
い
」
と
抱
負
を
語
ら
れ
ま
し
た
。 

★4月16日（日）、惣分地区で岩神神社春の大祭が
　行われました。今年のお祭りは、前日までの雨の
　影響で惣分地区の公会堂での開催となりました。 

t
郷
土
芸
能
の
披
露 

s
火
縄
銃
の
実
演 

▲「安全運転をお願いします」 

▲市長から激励を受ける藤原さん（右） 
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四
月
上
旬
、桜
満
開
な
の
に
連
日
の

雨
で
色
あ
せ
て
残
念
と
思
っ
て
い
た
ら

桃
が
満
開
。 

　
先
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
で
司
会
の

宮
本
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
、｢

こ
の
あ
た
り

は
、梅
と
桜
が
一
緒
に
咲
く
の
で
す
ね
。

梅
は
咲
い
た
か
、桜
は
ま
だ
か
と
ど
ど

い
つ
に
は
歌
え
ま
せ
ん
ね｣

と
話
し
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
梅
に
桜
、桃
ま
で
見

事
に
咲
き
ま
し
た
。 

　
そ
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
は
、予
選
か

ら
、元
気
で
陽
気
、み
ん
な
や
る
気
満
々

で
そ
れ
は
楽
し
い
も
の
で
し
た
。
五
月

二
十
日
の
予
選
、二
十
一
日
の
お
昼
の

放
送
が
楽
し
み
で
す
。 

（
え
む
・
テ
ィ
）  

編
　
集
　
後
　
記 

編
　
集
　
後
　
記 
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赤磐市の人口 
 人口… 

  男… 

 女… 

世帯数… 

45,545人（－５６）　 

21,756人（－２４）　 

23,789人（－３２）　 

16,010世帯（＋３８） 

（4月1日現在） 

（　）は3月１日との差 

▲小型動力ポンプの部 ▲自動車ポンプの部 

　
第
一
回
赤
磐
市
消
防
操
法
訓
練
大
会
が

三
月
十
九
日
（
日
）
、
高
陽
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
赤
磐
市
消
防
団
四
方

面
隊
（
山
陽
・
赤
坂
・
熊
山
・
吉
井
）
の

精
鋭
二
十
一
チ
ー
ム
が
消
防
技
術
と
ス
ピ
ー

ド
を
競
い
ま
し
た
。 

　
各
方
面
隊
か
ら
は
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

四
チ
ー
ム
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
十
七
チ
ー

ム
が
出
場
し
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を

い
か
ん
な
く
発
揮
し
ま
し
た
。 

　
当
日
の
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。 

 

◆
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部 

　¡

優
　
勝
…
吉
井
方
面
隊 

　¡

準
優
勝
…
山
陽
方
面
隊 

　¡

第
三
位
…
熊
山
方
面
隊 

【
最
優
秀
番
員
】 

　¡

指
揮
者
…
平
尾
敬
二
（
吉
井
方
面
隊
） 

　¡

一
番
員
…
近
行
倫
郎
（
吉
井
方
面
隊
） 

　¡

二
番
員
…
行
正
吉
宏
（
吉
井
方
面
隊
） 

　¡

三
番
員
…
宮
尾
典
之
（
吉
井
方
面
隊
） 

　¡

四
番
員
…
金
光
一
朗
（
吉
井
方
面
隊
） 

 

◆
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部 

　¡

優
　
勝
…
吉
井
方
面
隊 

　
　
　
　
　
　
第
一
分
団
Ａ
チ
ー
ム 

　¡

準
優
勝
…
熊
山
方
面
隊 

　
　
　
　
　
　
第
一
分
団
Ａ
チ
ー
ム 

　¡

第
三
位
…
熊
山
方
面
隊 

　
　
　
　
　
　
第
三
分
団 

【
最
優
秀
番
員
】 

　¡

指
揮
者
…
清
水
昌
利
（
熊
山
方
面
隊
） 

　¡

一
番
員
…
目
澤
康
司
（
熊
山
方
面
隊
） 

　¡

二
番
員
…
宮
岡
伸
次
（
熊
山
方
面
隊
） 

　¡

三
番
員
…
原
　
一
史
（
熊
山
方
面
隊
） 

  

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
有
志
が
除
草
作
業 

　
四
月
十
三
日
（
木
）
、

6
赤
磐
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
赤
坂

事
業
所
の
有
志
十
七

人
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
赤
坂
フ
ァ

ミ
リ
ー
公
園
ふ
れ
あ

い
広
場
の
除
草
作
業

を
行
い
ま
し
た
。 

　
二
時
間
程
度
の
作

業
で
し
た
が
、
作
業

後
は
見
違
え
る
ほ
ど

き
れ
い
に
な
り
ま
し

た
。 

 

五
月
下
旬
か
ら
六
月
上
旬
が
バ
ラ
の
見
ご
ろ 

　
熊
山
英
国
庭
園
の
入
園
料
が
無
料
に
な
り
ま
し
た
。

園
内
で
は
、
オ
ー
ル
ド
ロ
ー
ズ
を
中
心
に
四
季
折
々

の
植
物
を
観
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い 
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■
赤
磐
市
吉
井
郷
土
資
料
館 

　（
旧
仁
堀
尋
常
高
等
小
学
校
本
館
） 

の あかいわ 
広報 

平成18年5月1日 

t
階
段（
２
階
を
望
む
） 

t
郷
土
資
料
館
の
玄
関
と
屋
根 

至 岡山 

至 美作 

吉井川 

砂川 

赤磐市 
吉井郷土資料館 

吉井支所 

ドイツの森 

484

374

              

　
あ
な
た
の
通
っ
た
校
舎
は
ま

だ
残
っ
て
い
ま
す
か
。
仲
間
と

と
も
に
過
ご
し
た
学
び
舎
は
か

け
が
え
の
な
い
思
い
出
と
な
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
市
町
村

合
併
や
少
子
化
に
よ
り
学
校
の

統
廃
合
が
進
ん
で
い
る
昨
今
、

校
舎
は
廃
校
と
な
り
取
り
壊
さ

れ
た
り
、
老
朽
化
に
よ
り
新
し

く
建
替
え
が
な
さ
れ
て
い
た
り

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
れ
ら
の
中
に
は
当
時
の
公
共

建
築
様
式
を
象
徴
す
る
貴
重
な

文
化
財
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。 

　
昭
和
二
年
に
建
築
さ
れ
た
仁

堀
小
学
校
本
館
は
、
現
在
吉
井

支
所
の
隣
接
地
に
移
さ
れ
、
赤

磐
市
吉
井
郷
土
資
料
館
と
し
て

新
た
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
校
舎
は
昭
和
五
六
年
、
仁

堀
小
学
校
と
布
都
美
小
学
校
の

統
合
に
よ
り
、
そ
の
役
目
を
終

え
ま
し
た
が
、
戦
前
の
教
育
文

化
を
感
じ
さ
せ
る
近
代
化
遺
産

の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
校
舎
は
洋
風
木
造
の
二
階
建

て
で
、
威
風
堂
々
た
る
様
相
で
す
。

中
央
の
玄
関
部
分
は
マ
ン
サ
ー

ド
屋
根
で
特
徴
的
な
外
観
を
演

出
し
て
い
ま
す
。
外
壁
は
板
張

り
ペ
ン
キ
塗
り
で
、
内
部
に
入

る
と
廊
下
や
階
段
は
黒
光
り
し
、

と
て
も
趣
き
が
あ
り
ま
す
。
二

階
中
央
に
は
、
床
の
間
を
も
つ

畳
敷
き
の
一
室
が
あ
り
、
洋
風

の
中
に
和
風
の
要
素
も
備
え
て

い
ま
す
。
　 

　
各
教
室
に
は
、
旧
吉
井
町
で

出
土
し
た
考
古
資
料
を
は
じ
め
、

数
多
く
の
民
俗
資
料
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
県
指
定
重
要
文

化
財
の
珍
し
い
装
飾
付
き
の
陶

棺
や
、
茶
臼
山
城
跡
（
城
山
公
園
）

か
ら
出
土
し
た
備
前
焼
な
ど
が

置
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
民

俗
資
料
の
中
に
は
、
戦
前
に
使

用
さ
れ
た
ラ
ジ
オ
や
映
写
機
な
ど
、

建
物
と
調
和
す
る
レ
ト
ロ
な
も

の
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
す
。

農
具
や
大
工
道
具
な
ど
も
所
狭

し
と
並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
当
時
の
教
科
書
や
卒
業

証
書
と
い
っ
た
教
育
関
係
の
資

料
も
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
建
物
の
保
存

と
郷
土
資
料
の
展

示
と
が
融
和
し
、

昔
の
懐
か
し
さ
を

感
じ
さ
せ
る
空
間

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
吉
井
郷
土

資
料
館
へ
足
を
運

ん
で
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。 

（
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
） 

　 

6
2

16
18

10

26
34

合併1周年記念行事 
予算 

図書館 
暮らしのカレンダー 

赤磐市行財政改革大綱策定 

情報BOX
まちのわだい 

18暮らしのカレンダー 
2218年度 介護保険 

ふ
　
つ
　
み 

い
ふ
う 

ゆ
う
わ 

ま
な 

お
も
む 

や 

と
う 

か
ん 

え
い
し
ゃ
き 

環境に配慮した大豆油インキと再生紙を使用して
作られています。 
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